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日本趣昧を

基調とせる

本書は我閣で・昭和五年から本年にかけて

募集された東京博物館を始ｾ四大建築懸

賞首選問案及募集規定を網荏編纂 したも

のである。とれ等の首選|創案はととわる

までもなく我園l亡於て貨に一大 ヱポツク

を創り執れも日本趣味を基調とした所に

その特長があ らう。与さ生諸話、建築家及

一般同好諸氏の座右に是非一本を臨む。

四 六 億 版

装 慎 美 麗

上 質 金 7 ート

頁 数 6 0 頁

東 京 帝 室 博 物 館

京 都 美 術 館

日 本 生 命 館

軍 人 曾 舘

建築設計懸賞募集規程

建築設計懸賞首選者名

建築設計怒賞首選国案

定債 ＷＰ 銭ｾ

t室 料 I  0銭 '  

日 日本建築協合 li; ;ヒニニド|);:主主



創立満十五年記念事業計董に就いて

我日本建築協合は大方各作白熱誠なる御賛助と懇切友る御後援とに依り本合首初の目的

達成 l亡ig進し有も建築K 関聯する事項は理論と貰際K 依擁して汎くその質現と指導とに l向

り着々 Ij) を牧め 、常に建築界の先駆と友りて枇合公径のために活躍し今や我固に於 ける最

も有力友る図惜のーとして成長し恰も本年を以て創立満十五年を迎へるた至IJ りたるは拘に

些幅の至りで深く感謝する戎' 第でありますD

顧れば本舎は大疋六年春三月関西建築協合と名づけて創立せ・られ、大正八年一月日本建

築協舎と改稿し逐年隆盛と友 り、 大正十五年十月組織を祉閣法人に更めいよいよその基礎

を堅官に し、 合員の如き も内地は勿論遠く鮮、潟 、事 、支那等 t亡亙 りその数今や 1300 名

を越ゆるの大を致せり。との問月刊雑誌「建築と祉合」を殻行し蹴を霊ぬるとと 171 '或は

建築関係11&1書を出版し? とるもの十数租) ] Z : : 及ぶ 、又一面各障の委f 1tit を? ? ? 設して都市計霊.

法規、教化 、資料、災害強度、 設備 、住宅等K 闘し不信fr のlif，¥j脊JJl究を途げ. その結ー瓜を天

下 IC公表し攻ヲ，'Uc::供 し、 或は建築 lとf 6 討する重要なる 意見を要路 lと建白し、或は嘗て我聞に

於ける ＱＱＱＱＱ 矢とも云ふべき住宅改逝Ａ噂ｾｦｩＺ舎を似 し て著しき成果を梨げ 、 或は時 ｬ 亡展覧舎を開

催して建築の知識背及を計りたる等建築界の進歩護法lと苛したる事蹟は荒し砂少ならざる

ものあるを自信するものであります。

古来男子十五歳lζ 達すればとれを ー特機として元蝦し覗踊するの習あり。本舎は今元服

の好蔵を迎ふ 、即 ちとれを記念すると共 lと更に 一段と飛躍暢達すべきの時に到った。誌に

於て本舎は過去を追想 し将来 Ic 1 J ! 1 f ふるため住き年の今秋を卜して大に意義ある記念事業並

に祝賀大合を催 し、以て従来? ; ? に鳴さんと芯しつ L もとれを達成し得ざり し事項その他を

綜合し、との好機を主IJ してとれが清算を なすと同時に今後清一居の進展を 期し斯界のため

ますます貢献する所あらんとする 次第であります。

今ー下に満十五年記念事業並に! 祝賀大合計霊の大綱を掲けa て大方の熱心なる致力御協賛を

乞はんとするものでありますο

1. 住宅博覧舎の開催

2 .  建築展覧曾の開催

3.  住宅設計圏案の懸賞募集

4  建築逼俗大講演曹の開催

6  

7 .  

8 .  

9 .  

主要建築物及工場の見畢旋行

「建築と社曾」記念特輯韓の控行

圃書の出版

建築曾館建設の企壷

5  建築巡回講演曾の開催 10.  記念祝賀大倉の開催

; 且て住宅問究合は今秋と来春との二季 IZ : : 分って数ケ所lて開1mすべ き議定でありますが 、

羽れも住宅の改善改良を主眼とし各t I : 宅設計 IGJ 築の懸賞募集l L {tc りその優秀なる笑を宮地

ｉ ｃ 建設する意 ｦ ｐＮｾ であり ま す 。

l祉 国

法 人

昭 和 七 年 八 月

日 本 建 築 協 曾



曾 告

住 宅 設 計 園 案 懸 賞 募 集

本舎は目下下記の通創立十五年記念事業 ごして数種の住宅

設計国案を募集 中であります。大方諸君の感んなる磨、募を

希望します。向同募集規程詳細は 「建築ごすa: 曾」7 月号売を ご

覧になるか或は一穂目につき郵券武銭宛封入申込下るご募

集規程を塗ります 。

( 大阪市北区朝日ピル 40:， 日本建築協合住宅懸賞係先 〉

l  緑ケ丘保健{ 住主宅設計園案懸賞募集 ( 什f 切川日月炉1応5印日疋午判〕

2  大美野田園都市住宅設計園案懸賞募集 〈ケf 切 B 月炉l凶5叩日疋j E l午F

3  賓 際 に 建 つ る 佳z宅主設計園案懸賞募集 (ケ〆 切8 月末日疋午判〉



; G賢岳つ:

大野武防災捧よみ' 戸

〔 特 許 大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー 〕

主 要 製 品

大 野 式 ソ ヤ ヴ タ -

大 野 式 J(... ー ブ ル シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工
I場 用 車由 承

大 野 式 蒋 子 入 車由 僅

大 野 三℃ 車事 子 入 戸 車

大 野 式 廻 縛 袖 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉

ーー，ーー-ー・__ー- ----- ---- ーーー---- --一一一一一一一一一一一一一一一一一一一__. ‘ー一一ー

日英 米 間; 特 討ーニ 一 個 ・32用車i芸. 五九! 日1併用

特 許 木 エ ガ ツ シ

受 托 営 業

2重 大 野 製 作 所

東京市芝直三回目京!U! f 二番地 ・電話三田 ( 45) 国主慧

耳置付 ｉｕｬ 民篇 ｭ ・ 大阪市且 ｴ 花ｷＮ ｊ 二 刷 局 中 二 ・ ｭ｡ ＢＶｾｾよる ＨＴＵＩ 五八八

w"::' 1  
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迩 幣 q 総 長I ｪＮｪｾ＠ i E iui  

造 幣 局 に 就 い て

中 村 角 之 助

ii !i 防局が IlJj ifi1 Wlo我が大| 仮工業界の先導' ; ( ) . たるのi也1立にあり 、只lて貨僚の製訟のみ 友ら

すヘ 或 は瓦斯を製ii !; して椛内 K 瓦Wi f:ををおll し、J ; oJ ( は硫酸、31Y主主等の製造を行ひ外岡にすら

輸 出 せ し め 、他 方 Ｇ ､ ｩ イ九泣備 、 馬 Ｑ Ｑ Ｎｦ Ｑ 域活の敷設Ｎ・出品 ｩｴ の運航等諸悼の ｾｴＧｩ ｦ て於て首 Ｑ Ｑ 寺 Ｑ Ｑ ， 政米 文明

輸 入 者 ー の胎 ー たり 、 Ｍ ｕｩ Ｚ人は此 ｾ Ｑｴ 1)  ;i J  ＱＱ Ｑｈ完全なる工場を 仰ぎ て治具の ｉ ｉｊ ｾ をｼ 陀 りたるは と ｾｋ

説く を要せやo Ｇｬ ｩｬｬ ζ 山口説明 ｦ ｃ 光だち ｩｪ Ａ ［ 術 ｊｉｉＩ 設 ω 乙ｹＮれる ＱＱＱ ＿ｙｩ ｦ ｃ 什 首仙の ｴ約ｻ 什仕かド川 ＿Ｑれｖ川 λ Ｍ ， ＮＧＱ午Ｂ介 ｹ ｾｾｾ作ｫ 町勺［

J抜k 平せんコ 日く

徳 川 Ｑ ＮＭ｜［ のボヨ ｩＡ［＿ に 於ける Ｑ Ｍｲ Ｑｩｩｾ の素凱は ｾ Ｑ ｴＺＺｩￆ［ Ｑ 亡 ｊｽ ＮｌＺへす、共の金 Ｑ ｾ の女Ａ日き極め て ｊｗＭ ｊ ＱＮ Ｂｲ｣ し て 名

はHl jち金貨友れども紅は飢 IL- -i l;;Uの金 を加味せるが女f I きものにして甚だしきは千分 中位か

ｬ て百二十の金分あるに過ぎざ乙ものあり。工 Ｑ 位 ｩｬｩ は ｩ 下の内外を問はす τ 慌行せしｾめ Ｑ 刊＿の

叉長 不 安 ｬ 亡 し て ￎ ｆＮ［ｾ［なる ｩ ｬＧ ｗ Ｚｴを大 ＡＢ｣ｲ ［ ＱＱ 時せり 。 維新民主りても 亦 前途 ｉ ｃｬ 次長［の光明を認め

や論者頻 l亡1' i:¥mi 1j [ i の改良はILtl C 問1":: の前l業 IC必要にして共繁栄 IC;I;)とく "J らざるを論じ 、

外国公使等も 亦 之を以て政山 lとi主正辿L白}りしカか，1ば支1i;ト砂別川4列此iJ: J凡:J ，議途 l陀亡刊情?悶i匙i主品却5ι引."幣1

東 京 は 未だ公号然然 Ａ ｾ刊箭 Ｗ 古ｻ￭ ｬ ｬ日 ｬ と な らす十Ｚ了］吋巴Ｚ白 Ｓ午＿予 ｅ ろ大阪とそ ｉ新万 政 月附子のＩ灼川 ｈ引 Ａ ＨＱ従 ｅ ｊ地也 とならんとするの ｬ形砂到勢 ， ｬ ｾあうるの 時

2な= りき。 n此t よ り［光 ｜Ｚ［ ｾ位主Ａ肱出 ι［ 凶 ｪ戊北幻 Ｉ反え Ｔ句 ｬド ミサ Ｏ ［［ 日 ｾ ｬｬｬ 川刊 Ｉ Ｍ ｊ ご二 Ｎ 十 -1 日1(nt (，I")L ｊＱ 八日 明 治 ｪ 凶 三と己 主 ノ じ Ｉ 合 ｾ ｉ 行 ｱ ｾｋ

造 幣 局

V I I I  



日本帝園大阪造幣局創立昔時の全景

V I I 1 2  

( 明治六年嘗時の伊国人マンチニ書〕

創立tZ時構内の土地は川崎践しよ リ上 iAti 原八践しJL長さ

十 IIIrii吹を占め本国は眼鏡陥よリ上流を1 E きしものにて順次

建物名稀を ｦｾｾ ( ' 。左端眼鏡橋誌は見張所 、i ' } ' j 下今洋人官庁、

鍛 造 場、首長キンドノL 詰所 、 後方塔 ｍ ば Ｇ ｉ ｾ 鉛機 、 長 ｩ 幣泌 Ｈ

本 局 〉 釣 橋 、」二等洋人青山 、泉 布i版、 ] ( ，新製品i 所 、車15製 分 析

}fr 、硫自主製造所 、百f 主E製 造j斤空宇改I i 艮鋭惰よ り下流 二-:1
1
1) に沙

るｲＺｴ ｊ に守衛隊 屯 所等あ ｐ 、 且つ上 Ｑ ｾ ｬｩｬｬ 物前一郎ｼに樹立せる

尖ｩｩｊＨに大の字形を付したる 餓 柵は大 阪府 ｩｪｾ ｊ Ｇｊ｟［Ｚ五代才ｊｪｽＩが減

内に 一 大動物闘を設けむがｾめ タ ト凶 に 注文せしも不ｽＱｬ Ｑ て腕

したるを本局 に譲受けて利川せるものなり。

貨 i将司を置き長l司右去を知事とし

て久世治作( 高弘) を* 1 ] 事とし大阪

長射住友吉左衛門上地に局を設け

て二分及ー- 分銀を鉛ii!i せしめ専ら

軍責il と充てつ L あ りしが拾に於て

久世治作 、 ｾｾＯｉｪＨ百太郎等を して造

幣局設立の j 収制に常ら しむc 此 の

l侍在地の造常局は創立後期年なら

やして )j.f}，;j となりし際なりしかば

参奥合計官判事三間八良11 ( 後にはi

利公正ーと改名) 命を奉じ外国事務

q 判事五代才助( ゑ1享j 寺島陶リ百( ff; J[ リ) IZ : : 托し芥宇佐にある i;!1

むととを英陶カ‘ ラパ と約五iょせしめ位前裁判所川: tJf0J 上町倣'1'11]( -t;::qr.0) を同地に減出して器械

及建築M料を大阪に J多さしめしが十月 1-: 句 fZ: : 至りて到 ii]:-u:- り。

ｬｉｔ ｗｾ 局を絞昔、すべき土地 ｬ 亡就ては潤 ｬ ｩ 放 Ｎ Ij l之JL与の討1J: 也を検し? とれども詐fhf L _ 決せ歩合

ｫ 上野敬￭Ｏ ｱ Ｏ￬ 杏宇佐より吉Ｚを寄せて ｪｬｫ も水利のｻ史 ある ｲｾ￭ を泣ぶ べ しと勧告するあり 。 因て淀川

の水流が初めて大阪市何を i.Jl はんとする丹JIIC ありし) ｉｬ ｩｬ 々の出幕府御 Ｑ 波出ｾＢ行役所材木世場

跡を以て共の壌とするに決し也、総司請負j清水機古t亡命じて建築陀従事せしめX 天 保01i :11合

より総峨を陸 揚 し十ー ):J Ij -I  ' 11] 地上にらii たはれる何ifiinの上より目111' 与をなし且砂J寺のiA;:t を以

て工.を起せり。

ｦｦｩ 築 の ｲ 泣 ［ ｾ Ｍ ｉ ＮｾＺｧｾ Ｇ ｊ 千 ｬ と枕てはガ ラ パの推ｩ，｜な ｬ て Ｈ 火り ｊＱＳ 人ウオートルスを ｊｪＨ 叫してよ ｴ ｚＺＺ Ｎ - 任せり

然るに明治二年十・ )'J 同口夜往楽明 D 鍛冶場より 11¥k し片品凶及材料多く I:J<. ，:，:'.i となり しかば

造 幣 局
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吏 ｦ ＱＺと共の符械を』兆ミ岡 ｬに ζｙ 詑 ｩ七ＺＮＺＩえ文 ｫヒ［ せり 十 二 ｪ月 ｪ 英岡より愉泣送 ｾ ｉｉ ド ｉ の餓キ判杭ｉＺｩ凶ＺＱ川 ｼド ｊ 同十八 Ｔ本丈芥地 ｩシ汁沖 ＧＱ中ｼド ＧＱ κζ 刻郷 ｨ イｕｩ 似 ｩ臼波Ａ皮主沈 ｴ授交す

との報告あ りi 、凶てウオ - トJルレスを i件キF沌港目ι31'C亡;祇)氏氏してf1f引'

j月j 上 f旬Iリjげブ大に阪 lに亡 F炉川川'1山II州l山付仙14引i円l' し工事漸く jfuむを得たり。

ウオ ート ルスn-' J . I1: ｾ ｉ ＺｉＺ 船三十七八以 、 ｦｩ Ｇ ｬ 生協 ｬｾｬ￫ してんｾ築に ｊ 沈てＧ￬Ｇ￭Ｚて経 験あ りＱＮ 'Ji .I I' 材

料)[i ＧＡｴーの ｼ 利鰍あり 、 Ｚｊ ＱｉＱ 之 ＷＷｉｉｬｩ 不通の ｬｩ￬ｾｩｬｍ ありし Ｑ ＱＺ拘らや，ＨＡ， ｬｮｩｊ :Ji .f[ ，，ＺＺＺ，Ｎりて能〈共の Ｉ｛ｩｾ￺ を ｊ［ こ

し絶 ｬ 亡三 年十 一月 ｬ 己主り剃掛たる大Ａ兵の竣 グ ｊ を告ぐる ｬ 亡 τｾ れり。

長よ り 先 、 大納 千 ｦｊ ｦ 合 ｊ ｾ ｍｾＱ 史的 ｬ としてタト以ｉｦｺＺ ￬ 収泣せられんとす ｊｌ Ｚ の ｈ Ｇ ， 官以前 ｉ ｺＺ於て必非

とも 新式貨併を製 山せしむるの必要あ り、 数ケ }j ＱＱ ｜Ｑは ＪＱＱ をして位ｩｪＺ ［ｃ［Ｚ 司の役所ーに ＷＵ 夜 Ｑ［Ｇ Ｑ ｾＱ Ｇ Ｑ

勤務せ しめ午 liij 同時 :11埋析を以て始業の相| 凶とし夜川は存火を焚きて工事を進行せしめ 、井

上ｩｉｔ ￯ｪｾｬｩＮＦ Ｈ 馨Ｉは夜 中 と雌も場 内 を巡 ｬ 別して酷 ＧＱ 仏Ｈｑる勉めたり 、［ 官時 ｴｾｾ 瓦工業未だ興ら歩 、

ノド)IIJ 建築I l Jの:lJIULはぷ什IJ :j'{.ll L淡lモ於て) i J r fZ : 肱を築きて製ii!i せしめたる もの及速く股品に於

て製浩せしめたるものを )IJ ひたり 、叉築逝lと供f I J したる 7!?石は係什| 産に して軟'i1f IZ: ) : 弘し加

工甚だし くは刻kからされども大|甘えのイ il 正のみ K ては人 L Ｑ イ ミＩｾせるを以て一般市 中 の 他 の工

:j; Jf. f'[ {- }  ＮＱ Ｑ Ｚ を命じて石工を悲く本 ｽＢｪ ｬ て立し米せしめ ｾ￭Ｇｾｩｨｬ く ｉ ｨ ｾｬ ［ ｬＮ 地 方よりも俗 ｬ 乙招集して竣ＮＱＩ Ｉ を

走 Ａ Ｚぎた り、 本 ｽｉｉ ｊ 孫成迄の ｾｬｦＱｾｊｉｊ を Ｈ￭ ［ｾＧＡ［ｲｾ ｬ ｾ と徐 ＩＮｲＧＭＡＮ せしもあＧ［ J"JjL十五町五 千二百岡飴の 上K I:U

でぎりき。

ｴｩ Ａ ｪ 負頭 ｲｩＡｊ Ｇ ｊｫ磯古は待 ｦｾ［ 司役所を Ｎｊ FfI 'i して工事々務所- をむけ札機古は越前の人なり仁侠

ｬ 亡して能く ｭｾ 下を伎役し三問介， ｜ＱＭＧＱ｜ＧＪＱ ドｊｩ‘の土 ＱＱ 過を受け金の持力 ｬ ， ｩｊＱｾＱ ｬＺｊ Ｑζ 百五たり 、 ｦｌ そ ｬ｛ 法人

間の紛議論下特級古を伐って俳決せりと云ふ . 然る l亡磯 Jf 不1mイ干の行局ありしかぱ. IljJ l白

二 ｾ ｉ 三 ｅ 月俸 ｉｉ ｈｊ 初めに参 ￟ｩｾｫＮ 限八太 ｬｾ ｬｬ Ｈ ill { 言) I  fl， ｾ長るりて突然 ｊｾｄ ［， Ａ￭ ＺｴＧ ｬ を止め二月 ｬ 亡ｾりて初

めて岱n : iC;:ilJ 山告として工・J i を- f l}Dr.jせしめ以て竣rj) le 七れり。

造 幣 局
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遺骨守局地図 本局 ｮｬｬ なより明治二十 二 ｾ ｉｬ まで は右車 内心土地は川的 政しぶ り上流 出 Ｑ 八渡し名必 ｪｬｬ Ｈ￯ ｴｾｋ さ十 ＱＱＱｦｴ 徐リｾＺＮＺ地 ＵＴ ， ｬｊ ＵＵ Ｎｴ Ｑ ［ Ｈ 溌 あ

り、 ＱＢｬ ｱｬｾｪｾｬｬ［ 似以北の ＱＮ Ｎ ｨｾ を同加と 共に Ｗ Ｚｦ 内 ｲＱＧ ) ) }jJj .l 干に修したり 、X ｋｦ， ､ｩ 計 Ｚ Ａｩｪ 江路たるズ ｩ 品 、 ＧＱ［Ｚ［淑線憐内を ｬ Ｇｪ ［ ｩｉｬ ｌｾＱ 主にては本

局 構 内 1: 地は 28，351: 1 年俗となる o ，ｉＮＡ ｾ＠ Ｎ Ｇｦ｣ 汲近 、 ｬ リｊｩｴ ￬ ｬ ｭｾｮ 凡 ｩ 月よ ｐ 堂ぬ ｻｽ Ｑ｜ ＱＱ Ｑｦ 証言 先よ り治脅字架までｽＮＡ，Ｉ ｝ ｛Ａｾ滋を ＹＱｩ 設 ｌ [i，]  Jj ム九月 よ り潟市

初めて H i 裂す るを見たり ¥ 日つ英 1，却に 1'{"'[1ー兵 士 注 文 し 大阪 川口 よ り;荷物 it の辺 i般を計71E し叉祭内に工務省の m信局をおt 泣し川

口?df芦局との公私也被! i I J Ｈｆ［ を ｾｈ ｩｦ￬ せ り。

1篤 造 場 側 面

lりJi治二 年 〈 月 九 日 起 工 、 同1' ' 1年二 月 孫j炎、 11:1平日 七

年同月 ｉ 反ｾ正

本官Ｇｩｦ ｬ 土下 ｲ ｩｬｴ 山石也 、 ｾ坪 ＸＰＶ 上 ｆＹＴ 、 入費 ＱＸＰ ， ＶＳＳ 似 Ｑ

65 ' 正U1可決'1' 央大時計はタト符 1.， )，: 2 器 械 11分 銅 式、

ｾｌＧｴｲ 決工 作所 ｬ て於 て中技ｾ大野規烏 ｪ の製作せしもの

なり。

御 紋 j ;'( f士1{ ij<K2尺5Woti l 心石に表' 持作彬をなし大時計

/) / ，戸右に核問せり。 l-rl 桜 、( i 111' Ci;ri  ￟ｾＧ＠ 11 全景[ ，: .，iIの ;a り

三 j立縮財似 j じ伴氏軒上飾! 笠付なリしが 共 の 後 l吋内総

当 Ｎｬ をＮｦＮＡＮ ｍ ならしむる Ｑｾ め越民総 ｛ＢＱ 縛窓 を ｉ 灰設け。｛ｱＧ上

町 ＧＱ ［ Ｑ 践を ｊｉ 五 ｬ 徐き ｔｚ 民の沼り ｍ 校総 ｾ日本花王 ￯ となす ｯ

￻Ｑ｢Ｚ｣ ， ｜｜Ｂ￟ 干の本官ￍｦ内 に 試験分析局 、 分析局 、 鈴ｾ局 、

鈴 銀 局 、イ中金問 、利;i;;; 局 、焼 生 局、経 印局、彫刻品rr

世苦闘焦等配置されしが其後ｾ々局 ￸ｲ の攻稀燦合あ り

J I . 務機械の増設 lこ('I! ひ之を f中延袋/ 土佐印場。 二場と

なす。正而大入口は岱て明治大帝 御 臨幸の瑚 ｊＡｊＡ々 ｾ Ｂﾭ

沙を i山ませ給ひし光祭ある ill 跡 にし て氷久 にお念す

べ 〈 改 築 に際 しJt 直 F を 0 1' + 6 k 迄=11，[ 1、げ地銀去を

鎖H切を交泣することふせり。

如 ｊｖ￭ 山続ありしかもか ｬ 立 ｊｾＮ 来製造 ｊ Ｇｴ ｩ 月下 額 Ｇ ｛ ＧＱＺ に十六億

七千J i . l' i 河川僚の多きに注したるロノド最古のイ[ 泣本

館 Ｏ え ［ 間突も永 Ｑ Ｑ ｾ の Ｑ 史ｽ ｉ｝ ｉ 亡堪へず途に 昭和 一 て Ｂ Ｑ 三Ａ叫ｊｬ よ

リJI.<5支つこと λ な 1) : ! t の跡に工岱1 ' 1俗 il! ;[O[ を以て. t J ，l

ｻｴ の ＩｾＺｴＧｉＧ ＱＮ ｴＱｾＨＱ め ｩｕ 鋭トＮ 詞Ｚ 問 ｈｉｄ 与を建築す。

， ｛ｃ す ｩＧｊ 工才 ￮ｦｬＡ リ窓に治ひて低き突 ｉｾ ili 物，j : 令 "I( にして後

"Il j合殺 せしものなり。

鋳 造 場 断 面

本 ｲｾ ｩ，ｽ Ｈ士 川 ｬｦｾ に ｵ ｴ ｽＨＺ れたるも のに 貨幣 ｴｾｴ 去をＱｍ 1:11 す

る作業を i i-ふ oJ i にして ぽ l' j J 鴻ーお 一分 IH] 110 枚の; 日1)

iケ こ! 't f十定 ，Tt !:: ｉ ｉｾ＠ '11 ，るも心乍リ。

応幣

泣k

:1.E!. 

V I I 1 4  



鑓 造 場 廊 下

風; 1てプ'i'{I明浩:T の; ，; ，h! i に して

オif l!IJ niHI: 切門 l 1J雪作製必工

劾! こして公衆淑究者 i士此 靖

子 窓 よ り作きたの見取せ しも

のな り。( fJ.I .fr : なし〕

鑓 i笠 海 背 面

決 ［ ｩ穴 ＱＮ ＱＧ［ｩ［ ，ｾ ｊ，者 ｴｬｾ 建物は似 品，Ｎ

場 を背 而l よ り皐 み たるも の

にし て ｾ の 完封 Ｇ ＱＱＱ 方形 ｊｾＺ ＺｪＺ ＱｗＺ

2ド川 、 ｲ ｬ Ｇ リ との煙突 ｉｪｩￎＱ ｊ ｾＧ ， ［［［ ［

ｬｉ ｾｦ の ものにしておさ Ｑ ＱＰ ｉｾ＠

口符 Ｔ 尺 Ｕ 、煉 Ｑ し必 Ｍｾ， ｴｉ ｈ ｊ

ifi 二 卜問年十月 二 十 八 日以

美 大 地 俣 の 際政よ り27 ｊ ｾ 下

'，': j;1 t 1 l 潟白色遣の 虞 より が; : : ::

寸共の偽 造ｾ 11 : ¥せしものを 11λ

除き利直し在来の ｗ￬￬ｕｉｉｉｾ 主

石を: t ¥¥付けた り。

造 幣 局( 本局 J

iil J:i C，; ; ; ; 時造幣裂と手ffi..; 、、ill

坪 173刻、39、煉了し弘';:'1王家 ill 、

見! 廊 、 rjL寄与青白色 山お を)1.

て主主設 、 内 部を地イ ｾ 、 令官 ｼ

庶務者 Ｕ 言府県に ｎｾ￼ｩ す 。 然る

に J lL礎 芳 "' ;j なら ず"1三月 を終

る に従 ひ m勾は 1' 1然 に i同意1

ｌ ｬｬｩＺｾＱｩ￭ｩ裂を生じ ｬ 付 の 危 険

言 ふ べ か ら ざ る を 以 て 明 治

十六年二隣正ｾに 改 築し 更 Ｑ :  

大正十年既設に似ひ才: へ JH

ｪ 築し昇降 Ｑ Ｎ ＱＱ 二部にはｾｩ＿ ｩ 御

紋 誌 をsfr し隊合事f H と し11
;

1;1降 111; 貨 係巡航に仇なら

しむる Ｑｾ め 針而 と なし＼￬Ｚ＾ ｲ ， ｪ ，

前 rt/f 場 に EE る、一附 f.J:: -;{ i j t 'i，)

よ りiti 究 明、ffLq接室、令議

室及局長千: とな L :t，正Yi 'i，)l' 1ＧＨＨｾ＠

ｩｈ ｴ疑 Ｚ Ｑ 一 二階 ｾｉＺ ［ｴ 石 必Ｇド家

主ｾ首長キ ｙ ドノ ｬＭ ｾ［ Ｇｦｉ列なリ ｬ

を 改築 ｌ ｦｲｾ Ｂ Ｇ［ｪ［ 長 Ｇｦｾ となす

造 幣 )-;:; j
5  VIII 
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ｾ ヱ更衣 室

l明 治 同 年 二 月 新築 、製 作 所

( 機械 修 終 工 場 〉と して 能 川

L 来 り し 底 Ｇｊｾ ｾ 逢 ｨ に 際し

ｽｪｊＺ 々 ｊｩ ｊ ｩｾ を 噴き￯ｊｩ せ し も ノＢ iE  

-1">1= 、1椴d品t 工更d衣てC千+長f.:(工〈男才工J川fJ )

と して 内1郊|日;t使首様:倹険 を施 し 地

附を手彩ｾ，、 Ｇ ， ｍ版民Ｇ託 ι ｪ広￡ と し一 ｐ併＿持＿に Ｑ

j品t  月服 ｈ 品足 ｾ［ｪ衣 ｻ ｃ 宇ト長Ｚ /北え1浴?谷Fνj勿弘 五J汲世岱似倫ii し耳収

［ププＮ， 給ｾ業 ｴ詑ヒ乃 ｆ隙Ｚ烈では入 Ｑ裕 ｦ符千せしめ ｬＧ山 '1  l  

然 j身r川{舵貯i漁虫王査E をf伐3 す こ と 斗 な

， 

もJ 。

銅貨E書澄海背面

1リJ治...... ｾＢドヒ Ｉｊ (1;策 、本 工 場

はt見Dι 治 '1' .ぷm: 、 部 地 ド

主{、j 、行i r  j"77/i U  自主 、梁 rf 7  

ｉＺＺｊ 除勾訂正，Ａ［治工 ｪｴｾＭｉＧｔ 而 ｩ 手

Il ij の長さ )L r Ui>:tJ ! oは1! /1ち 此

工J勾 な り ) I/ 'V-!: 却に槻側慌

を荷Pil( L 、そ れ に 連 絡 し て

れば，桁 Ｇｉｩｾ l! l す。 Jt の 1-1" I・に

i 二品川5/i US，ｾ Ｎ去さ Ｕ ＱＱｕＴ 、 ｩｾＧＺＡ さ

:3 Ｇｾ 、 Ｙｾｫ 吋製 ｴｲｬ .'，: *l i "i を-II.Hナ

弁 ｉｙｩ に［ｦ［ｾＱｪＨす。

内部設Ulii::: L正身J迎、JII 禍 鉛

ｗＨ 焔 Ｉ ｾ ｦｦｩ 占拠 減を設耐 ｩｩ L ， q三

々多釘l C1: 銅 jせを製品Eせ し も

大 i E - L年 波 闘 の 開 済 界 I H毛

j止のi f . I . ; 歩を遂げ 、品Ii 助 Jをの

術基 ｅ 激 ｾｌ 、 ｮ に務家主主 々

Ｇ ｉ ［Ｚｾ Ｇ＠ r，.j の 繁忙 を力日へも・とする

に 守口J 、 之 が 技 術 の扱 張 を

必要ーとする ｴ ， Ａ ｪＢｾ事こ諮られた

る を 以 で 、勾l l - ! : 左端 1'] 色 俄

升 銭筋 ｩｊｕ 疑 Ｑ ＮＮ 是 ｾ及 煉 Ｑ じ 必の

鈴 r' J' 1工場ー をJけ築したり。

眼鏡 橋見張所

明治Ａ川 Ｔ Ｑ ｾ 三 月 新築 、 木 必 Ｗ Ｑ Ｇ

家 lli 、|刈ってI i は? 広島[ 時Il 筒

託 jt5と して 1m! ": 一てーl 年 二 月

Ａ ｗｾＱ じ必を ｊ ｴｽ ｾｘｾ す 。 ｬ リｊｲ古晩年

に 於 て 木 浩 の ::1; 分 も 外ms木

t1J.I1l! -T，ノ. ，9 )， i会(1: トー とな し

てJ JUr:主i・1咋科区 Jj}j とし て {点}fJ

す。

造 幣 局



造事際局表門

天満橋よ P 七流川崎渡船場

前 進 路 よ り 機 内 守 術 除 屯fJir

を望 む。該 門 iは立 H附目手和日三句年三一

月約 二十三 ＱＱ間 ｩ日川 ｵ 手前ｊ［現 ｦり広現 ｾ足ｾ生の ｂ広 E  

に移築 L 名干有m昨号 t 市門とす。

( 天i泌品 、;稲布d生? 紋開主遁aに f付τすH拠嬰 i

惰U市叫I'{I 、表 l"j を新設す〉

守 後: 除 勧所及向背 戸( 下 J

明治 Ｑ， Ｑｾ 午八月起工 Ｎ 問 Ａ ＿ｨ

年未二 月務成、 li fJ，fo話 ili 物 名

和、物官ii 〆 '，;;nuJ 折、司令' 1.

屯j折、兵隊 屯所 、竿局 、 ボ

y プ廠 、陥所主t l;E¥(El j U、此

建 坪255坪86

本 館、煉 χ 位 二 |浩正l Ui " 根7ι

五、1;1) 民 家 総 て 卒 家 建 に し

て 潟 皮 治 端 本f?，'f に鮫きて llii

ｍ ーあり。中火測な ぷ尉 ｉ ｾ ｻ 史

所 、 Ｑ ｲＮ ｙｲ かよ瓜 ｾｉｪｴｪ 、 合創lリ)}玄'L 'I:

時 lは1 t歩長兵兵f一箇 rl ' )除徐 ‘屯E 主管f し主袈2  

見所f庁「々々 のE鈴?侃術i をなし居たり

しも漸次人貝を踊縦紡1i 少 L 最1後灸

に一 ｴ箇 ｾｪ 分除を以て務内を主巡 宝

i籾匝肌児 せしが i途霊に 大 I在E ぺ年十月

弓令2そt居駿Eす。 明 t斤治f台: 三-寸十l十4 七八年? 限弘

J  ｦ役 Ｑ交 ｴ 従 Ｒ昂 ｦ￮ｾ t'日記巴3託江μj力加j川日工J吻勾に f充E てp其

ｦ後去 Ｑ彫司形ｾｾ五刻江 Ｓ リ 工 Ｔ｡ の分祭となしス

ＭＭ［Ｇｾ Ｚ ｉ Ｉ をｾｾｾ工合 ｬ ｩＧｩ 所に 似ハ ｬ せ

しも相官l・"1三月を経たるた t;' .

J ! l ! l盟所 に々 総裂を生じ 木古.t

と雌も ni!; 朽筒所不抱t甚 だ 危

険 l'こ付 H日和 二年三 月I玖E!2ち

たり。

局 幣 造

.  .‘..・ a

.. ｾＮ＠ . " .  
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'1 .  '" 、

γ 〆ｾｾＭＭ ＯＺ
J マI! "

Ｎｾ＠

7  vl l l  



ｾ＠

ま え ‘

上 ・銭 ;:，i J;J.} iEiUi 中1，' ・銘 諮 J匁線 惚 fJj/，y.::形紛|尚1 l; ・本 局 正日I

中 古 ・本 局 N 築耳[ .It 凶 の *1-十s，出の 島 耐 1，:，1

v" ， 8  創建嘗時の造幣川織固



定IJ 建省時の造幣 局精岡

会 l. ・造幣 寮疋而の問

11' ・同 仕 様 の 阿

下方 ・鐙徐 局寮の給開l

下右 ・ 本， ｾ Ｉ吹築給問

、 9 VI I I  
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.  < え

北 ｾｆｾｾ 人骨 Ｇｦ ｦ 疋 而 ｩ 建地 害 Ｑ Ｉ

時- - -ヰ - - - 中 一一一一::::::::C 0 7' : = =ァ

VI I I  10 

を t o o t

向 上 二 併 の |凋

t  t  ..... t・

北 異 人 館 下 の 府1

一 叫 ｾ ｫ

ｾ＠ a ぇU .l IH. ええ

雨 具 人 館 i E 而 建 地 割

11 
;.. 

r  

ー」→ォ一一 i

向 k 二 階 の |間

市 兵 人 官官下 問 紛 岡

創建昔時の幣造局楠岡
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後 ム

議 21

-t 咋

泉 布 観 (元 造 幣 寮 熔 接 所)

明治三年八月起工 同凶作九月決成

コド儲は煉瓦造二階建、階上階下廻廊丸柱五十六本共花樹訂一本もの上小叩き仕上 l亡して

日本最初のものと す。胴蛇腹、軒蛇腹及手摺はホ; 也、屋根、信IJ =，';: 首時は木製軒飾手f A: f t ，l'付

怒りしを後年雨仕舞の閥係上現在の通り lて改iit されしものな り。11.正而援には表菊花金梢

御 紋]予. ｾ ｉ燦然としてが ｬ ‘ き舵巌云はん方なかりき。長くも明治大 帝明治五年 六月 四日 京都 御所

より ｩｩｴ 幣民 ｬ て御臨幸 の閥、本館 ｋ 御 駐替るらせられ ｪ ［ ｾ 平日観の蹴を賜ひ 、 三保右大臣 勅を 奉

じて扇』傾のf軍事をな し明治十年五月十六 日下賜せらる。

芸 大頁Ｈ外概Ｉの諸民向って右階上の表 室は王座 ｋ して、左方は御山 室 ｬ 乞宮［る。奥廻 は ｦ ｾ ｪＺ 従

控所及湯殿等を設備す。階下右表室は供奉宮内省出fリr (現在/ . r f f . . 接室となれり) 左方は参議

卿布I i 詰所 t亡充てらる。

明治十年二月十同臼堺行在所より御臨 幸の際 本館の入口氏は雨天、 ｾ ｉ 蹴 、 寒 菊 、 柳枝 、

泉 布 観



民刷等を羽 ｴ へて杭幽をｾ ｛ ｩＺｵＭ中央上聞には柳枚を新｛ぎて荊形を作れり 。表餓 ｦｭｴ の 飾りも亦之

lζ 同じ 且観の位 J- 側頭 lζ は ー隊の瓦其i 管を横たへて中央 l亡 l' I 一大荊形を作り左右より南

北l亡IUI りて十八11Mの凶怖を配置 し横管又無故の粧 口ありて共数千i徐i乙至h り。鎖倒門上l亡

も制 )1予瓦J析を設けたの 。

明治三十一年十一月十九日 、特別大演習の削 . ililll 戸ilW目指式を御終了後大阪大本営より御

臨幸あ らせらる 。

ｊｈｾ 恵子担Ｚ太 ｉ［ｪＭ 陛下 明治二十年二月 ート/、 EI iaW;:Y，幸あらせらる D

明治 三 十六 ｾ ｉ 三五月七 日 Ｑ Ｑｽ度御臨 幸あらせらる。

英ｦＡ官五」 太 れｩＹ， ｾ Ｍ ｆ 同二十Py l，F十一 月十一日御臨幸あらせらる D

ｊｪ 叶 ｊ 槻 は将来或は離 Ｇ白 ｬ て もならんカ］との 希望 を以て ｬ リ ｊｩ 台 二 十二 年 中 造 ｜ｾｦｩ 局よりＧ白内名へ

献納せしが 、 大 ￯ｅ 五年末 ｬ モ至 り大阪 Ｍ ､ｩｾ ヒ ｼ京 に下賜 せられ 、 ｬ 明治 天主が御三皮 肉 ｬ 臨 幸の記念

館として水速に保{ { せらる。大阪 ili として天主の御虫f去を前世に体ふぺ き真 lと紙灯 の建 築

物tJ. りc

泉 羽j 1凪
13 V fJ l  
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) C 々 例 市八品f T 学 のr ; -f. ｾ ［ｬ 主主方の 居間にて現

今は盛j接" ) 1スト ープ鏡: 宇は往設官l 初j のもの中

心部飾のサ ｹ デリアも建設 Ｇ ｉ［Ｚ ｲｾ ｪＺの ものにし て

カ ッ ト グ ラ ス 製の ]Li折燭光袋町ji なり( 英凶製〉

泉 布 腕



住 友 奮 本 邸 洋 舘

住友奮本邸は大阪市南匪鰻谷東ノ町 lとある。 iti 電末古橋に差 しか L ると河の向側K 古い

洋fl (i が見える c

奮言巴を調べて貰ったり 、人l亡聞き合は したり したが容易に分ら友かった。先づ調べがつ

いただけ記して見る、とれを材料1'1:. 1i古J追々と i'Jl aぺて見ゃうと思ふo 最初の建物は明治十二

年九月竣工し?と。住友の先々 代の時で、仕事は日本大工の八木甚兵衛がやった。住友の地

所 事ｾで 聞い＿とら八木の大工て・嶺の虎公といふのが知って居るかも知れない と いふので 、 首

時八木の代人の石橋氏K 聞いたら、和、もるれと一緒l uJ 、併として閥係しましたがそれは明

治廿七八年頃の償援工事の時であれ 向故初の時の闘商や書類も先年火事で焼いてしまっ

て今は何も主主いとのととであった。

今現存の建物lζ 就いて見ると、大間二 l到のJ13築 を経て居る 。最初建ったのは長方形の了.

階屋で . E芸員 l亡見えるコロネ ー ドの部分のみでるって、ダく lて表 fJ ! t i の平家の部分、故後に向

って右の二階建の部分が域築されたらしい。

兎に角 、明治十二年IC一住宅と して凶洋館が大阪市内に堂々と して説え立ったととは官;

住友醤本邸洋舘
15 VI I I  
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階 卒 而 一 階 平 1 oi

時の人にとって ー の驚異でるったであ らう 。

八木甚兵衛は日本建築では近代の FIJ でといひ113ゃ うが 、iJ qi 下建築 lζ は全くの素人である c

範を首時の ｩ ｬｩｬｬ ｬ 戸 ［ ｩｦ ｈ ｬＧ Ｑ 地やｩｔｉ ｗｾ }I I) の1Y合等 l亡も4くめた lζ 相速ないが 、主として外岡の往築/i"i j

商を見てやった仕事らしい》それはー| 仰の手法が作}!IK1' I i : I T を木を以て忠質 lと校してゐるの

で了解出来る 、孟柱の日地、 ノド民IfZ:: ; 己らぬ li 抑止の ア ーチ。主主l亡ブラ下ったキ ーストン或は

蛇} 度等K 注目を加ひたい。

技き IZ:: 7k 年住友の技(:rli 長をして肘られた肝 11 H: -lrY土はよく云はれたそ うであ る 「皆、な

ものではあるが . まあ首時の日本大工 と してよくも あれまでやったものだj とc 階上の木

柱のカピクルも鑓なものといへば主主友ものであるo lti 似は: t . rrrr. Mc る n--l 正式で けがのよじ ]I: 、

椋の端の鬼五には位友の井桁の紋入りのが，Fえって Jrri る。

屋根の中央 ｋ はスト ｻ プの ＱＵＵ 突と組 ｬｾ ｢Ｍ 針が ､ う る 、 ｩＡＡｩ川 主 ＱＭＱ 土後のものかも士 Ｑ Ｑ れ ない。壁は

判落し? と月Jj をよく削ると、随分修理をお: てゐるが広 々日本の土脳出で漆11食生て、司うったら し

し、。

住友醤本邸洋館



住 友奮本邸洋舘

目安は花 i判干7制で- f1ミ下i亡風シピポ

つb、てか: る。

入口 を這入った所 1[. 階段があ

る。随分背心を した らしい難 し

い ワイ ンダ ーで ある O 組キEの上

の千11' ，1の終 りl士、 とみ入 ってゐ

る . f，t什 きの方 lとも<' 1三分肢にぎ1!

れた す:':]t-1や手持1ごfーがある がれ11m

'.: :: ;n.' f のとの溢の様 チは一寸想像

11'，ういない。

叫がj のえJ.!;物のー併の聞い部屋

は多分食' ; :f . : で二階は客間と 寝室

とであった らし ¥，r 0  : l i ' i 築部の一

附入 ロギIfi !l Jの部屋は恐ら くl官接

室、ぷf ! !IJ は己主 JiJi" o 二階のは控室

でるらう。

17 V I I I  



お13は一階の食堂の内部でる

る、! 未は寄木張、撞は大理石 、

窓 lとは全部鎧戸が付いてゐる。

入口や窓等の蝶訴は IJ、さく 二"J'

1; [_ -c- i7lj も二校釣である。よくも

ったものだコ叉商白いのは入口

」二の欄間にも羽目を入れてある

ととで: . " うる D

'1
'  
V.との電流 は多分電燈が /1'，米

た ｮｾｦ ｬ ｌ 取り 換 えた も のであらう

初めは雌かに石油ランプのも の

であったに相違ないコ

向敷地の泉北間IL 間切ったこr:

臓の様友作風建物がある 。Il IJ け

ばコミ失恋ーであるといふ、内 ｾｾ ｉ Ｚ ｉ Ｉ の

松下は鎚がないので分らない。

辿築の時期も知れ友い。

( 高橋栄治記)

N

-
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紳 戸 元 居 留 地 の

一 洋 館 (岡崎ピル )

市I' } " i の元居留地には初期洋風 の 而，' ，ぃ m物が

随分あったが 、段 々 と減って 来 る、 その 内に

は影を 浸 してしまうで あらう。 此 の筏貨 にあ

る建物 は皆そんなに古いものでもない 洋風の

初 期 の も の と は 云 へ な い が 昨 年 の秋 壊 され て

しまった 、岡崎の閥係合f止で使用されてゐた

ものである。 三 つ の 建 物 が 見 える内で左 のiif品

のもの は銀行に 使 っ て居たも CT' で 内 外 共 治 ん

ど改革更さ れ て 見 る影もない 、 中うたの も大分手

がi霊入 つ ては居る が、 かすかに古の AAを凡 Il:l

し得 る、右の端のものは石I 成 完 令 に 建 設 前 初

の感じを残してゐる。

神戸元居留地の) 洋館
19 v 川
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此の穏反を一見し て 直ヤ了 Ｑｾ ｱＮ 出来るが 、 大砲 Ｚ ｉｾ

欧ルネ イサ シスで ri J +義、 平日関さては渓室、 プ

レーメ プ溢の古いnlrは令部 との 有iの形の ものが

粁 を連ねて見たのは今も向後る 町 の! 凡貌である

との建物の形 Li 決 し て 俊 秀 な もの と は 公ひ得な

いが、とれ に は 日 本 の 建 築玄 人の i! : i *- ない 素 直

さがにじみ ＯＡｩ てゐる 、 多分大工Ｈ北欧からうｾた

〉がi ? lH 考へずに F っ た も の で あ ら う 局 総 の 勾

況はが' ] 20 ｊ ｟疋 ｉｾＯＺ のものであらう 、 その委 ［ｊＳ しが

主なる 7 イーチユア ー を形づ〈ってゐるそ れが

北 欧 の 何 度 以 上 の も λ の 形 式 を 其 依 寓 し た か

ら書きになるのは巴むを ￭ｾｽ ないが 、 国 Ｑ ｍＡ の 具合と

いひ 、蛇腹- ? 紛: 形と ν ひ 、無' i lf d ' 乍にとった怒と

いひ 、窓 上 の ア ー チ と ヤ ひ 総 て が 偵 し い t の で

ある。

此 の建 物 ι 市 11111 の二階 雷、の下に 年 挑 が刻みこま

れてある。前ど ｬ の 笥 良を参 ｈｬｬ Ａｦｬ ｩ ひｲｴｦ｟ ｾＮｯ 1895
1
1ミ

といへ ば丁 度 明治 二十八年に 1:¥" る. 中 村博- 1- : の

日本 ｩｬｬ 築如来‘による と ｬ￯ｩｊｾｆ には 京 抑博物館 、 日

本銀 行 本 ｊ Ｘ ｾ ， Ｇｩ［が竣工 し てゐる 。 彼等は全々たる

石造の 大 ' ! ' : 総合であ り. 此は 微 々たる 町 のー附

に あ る 煉 瓦 迭 のR'fj 舗である。

階 段 の綴 子た見れば{'I ' 々凡な らざる efr がひ らめ

く。親柱 、 手 摺 、 手間子 、 ｩＡ ｾ目 、 ｲｬｬ 木等破 ＱＧ ｩｊし

て し ま う に は 偽 り に 惜 し い も の で あ っ た 。 破 1:iJ

の腹 手 は既にmwの 近 く ま で 及 び つ L ある。 n

に風前の燈火の ときにや っとi J l本 震 に 積 ん で 潟

ｩｩＡにだけでもと ｴｾ って ＺｉＺＧ ｜Ｚったの で ある。

( ?::j 防栄治 ;ε 〕

神戸元居留地の一洋舘



鴻 池 板 屋 橋 別 邸

鴻池家の別邸で、南匝瓦屋 lUr 三存了 、松原町筋l亡高緋を続 ら

して ゐる。多分元と鴻池家の下屋敷で・あったであらう。下原

敷とは今謂ふ別荘 K 官るものである 3 昔- は高津生魂の溢りに

は富豪の下屋敷が津山あった その極の ものが殆ん E 影をひ

そめてしま った今 日、 現存のものと し誠に術 らしいもので あ

る。それも近く街路披仮で切られるとのととである 。

予+

十、

怜

前

粘

キ

大

回

全

f

怜
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臼

吋

中

糸

及

'

n

叫

お;

鴻池板屋橋別邸
21 V I J I  
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表大門内側玄間前

の園

正面松の下切戸は庭l亡

証Fすコ る勝手口 、大 r'J の

左軒深き庭は供待ち。

表玄関の固

;{，・は 7k闘 liii ｾ＠ ｉ Ｚ ｾＮ ［ ［ 友 り 左

方 1t1J 5t : 場への 入口 - .ri :l;

を見る。

庭前池の中央東側

岸より大庭聞を見

る園

正岡大敗11:] 、左IL: 茶 }'YJ'

を見 る他の中 lζ 似Ili-iii I"f

波平IJ 袋あ T. ｾｉ Ｇ う ｉＮＮＡＺｩＮ Ｚ ｪ き

は二階なり。

鴻他克屋橋別邸



= 階より御茶席屋

根を望む

中央前方は通道、続い

て} 者 f の問、 :j (1亡御茶

川; の各屋根をはる . 1，ご

方 御 茶1庁; の向ふK 石橋

まうわ、更に共左向ふ l亡

池中の飛行必勝の捌を

見る a

大庭関東側橡の園

向ふlと I也をらでむ. ノピ コb

ｩ ζ 築 山ありＡ被ｾￍＧￎ ￭Ｈ を航

ふ 。

大贋間本床の園

床央イ長悦鯉大幅一双、

前 tて砧青磁算木一重 口

三J . t . 犬香艦、床脇御庭

焼音域ぞf ' 花生、|主] 小袋

棚観、狩野光j . ' { Y !手法貝

聾刷。

鴻池克屋橋別邸 2 3  V  11 
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大贋間庭前大手水

鉢の園

形は撫屑 ーじ角友 り角街、

は竹 の ｾ Ｇ ｊｦ そりたり 、此

手"'1ij は大民間凶市の松

友り 、格子戸の向ふに

見ゆる防予はr; !f了・のnu

1;cIJ . 乎ノk 鉢 /.. " は庭似

Ni 更にかすか K 御茶} ，む

の屋似を見る 、筒抜 F

は一面K 芳s包'mを敷く

唐子の聞の園

E 岡氏、床脇棚阪向ふ

tζ 如l心il¥灯捻臨すかし

あり。

床 、楼下向ふつきあた

りは7K屋主主 り、共右手

前ふすまは茶府県前口

友り 、右ブl J ii，ro'ヂ白ij は似

lぷ1'J. り、

I，tf -(- の聞には襖目安に庇

了- 遊の占あ りそれより

rJ f 了の /111 と言ふ。

茶 席 庭 よ り ( 西南

よ り 見 る ) 御 茶 席

を見る園

'1
1
先手前は天然ィ7の手

7K鉢 f 蹄) あ り、 J KはかI

bj 〔のM f ' L 致して池陀流

る ¥i丘を作れ れ 即 時

の手前がそれなり 、茶

]，'(;は ;{I・は茶席 lと続きた

る書院 ( 二兆窓と 必i障

子 を見 る) な り、中央に

じり上りを見る 、左端

は*J 市の支閥 ( 三段左

側 l二り 口は j 正向償手た

り) なり 。

鴻池J f 屋橋別 邸



御茶席内部手前口

の圃

右i -iii I'L Ｂ ｉ ｾ Ｎ Ａ換 の合せ叙 床

あり、如心、x::r tl t の席 lζ

灯- ま れし友り、その角

の主u二l亡花. j l HJ あ り、

大日 向切り l亡て らn¥1j (  

同数及六日 ) Ji ｉ［ｾ［ＧＺ＠ tr. り、

ｾ ｉ 吋 ｴ の底 ｬ て制， ｭ ＮｦＱｊｄ あり

ｨｾＧ［ｩｬ 中手前口向 ノドふすま

が見ゆるは 山 f のII:J IC

入る口怒り、 左瓦t ! . J : 11

向ふ民1; 下f(j lC勝手の松

奈 川丸峨あり 、i，'，jJ U ( j

の 1-.1こ棚b り。

中茶屋の園

tlt
l
ド茶厚は大出の他の

mfY:f 1-. 下ー寸上りたる

JlIif lとあり、 三四十年"jji i

むし風呂を改iJ! ょせらる

ｲ ｬｬ ヲ ｫｊｩｾ の左 ｬ 亡 小高き

Jl Uてにちんあり、サヲミ

似山' i : "止f みしとえふ、

;;(iIては J1 をーlごりで j也の

市端務の側 fl c:: j'IJ るは

ぜを多〈村[ えられ以不

手｛ Ａ｜ｾ Ｚ Ｉミし コ

中茶屋内部御座敷

の圃

;;{ i はかけひ よ り手7K鉢

あり、; l i} J l' bを主主 す ;;{ i の

迫 ー は μ Ｑ ＧＦ 泊ーなり 、 ｈｾ ＿， ｉｊ

六年ｾＡｾなり 。

鴻池克屋橋別邸
25 VI I I  



V 川 2 6

勝手口内部の圃

右は勝手搬な れ 屋敷

の乾 lとるたる 、左は勝

手入口 I"J 。

所

町

葺

川

御

F

W

P

庁
品

し

m
，
歯

惚

口

の

-
一
ム

手

ロ

ガ

勝

人

布

り。

蔓所勝手元の圃

向附子の外を; ; ( i l ' C裏道

lとて庭に過す=。

精油克尾橋別邸



耳}} 松 本 仲 J i 外 籾

助 松 本 陣

日本建築協曾教化委員曾

本稿はま文化委員合の委員の方 々が郷 :u t 築史料研究のため

調 査 にあた られた その 紘告 であり ます。そして 「調蛮概要 J

の記事 1'1委員俗本俄八氏の手 で、i !経l J ! . ある家 J は委員徳政

4拒否尺の手 になる ものである。

助松本陣調査概要

1 ・調査年月 昭和 F じ{I'- j '，月間日

1 ・場所 大 阪府泉北 ｾｴ ｧ 助 沿 田中 疋 治氏邸

1 ・沿革、位置

南海沿線助松騨西北阿・五 丁、共1，1 . 世は岸和問と 4J1との 中1111 I ' L 首り、中世以来久し く史上

ヲ ス

Ｑ ＱＺＺ亡 ｡是壬 ｬれ Ｇ ｌ られ Ｗた ζ る古の ｊ上卜 帽づ ｾ ｪｪｾ ( カ川加11美U以、古都1百i美) 郷 ｬに 亡 ｬ泌弘せし ｦ字名守奇Ｚ所茅停 の ｪ浦￯ｉ市 ｬ日 ｩ の王糾 ｦ可 ｩ 土地也ででＮｾあうるが僅か ｉ ｃ亡 ｻ俗
芥

化 を菟れて屑居4 るl以附公利!寂境 lに亡今付向I二古L口;

守が武戚を四隣 ｬに亡張 つ ｦた ζ 時 イ代 ｴ の豪 ［財仕 友本枠凶陣 Ａドｻ の建物は 、 勝 ｊ 本宗 ｩ Ｉｊｾ が全く ｾ ｬ Ｚ 精 ｴｾ を ｦｬ￭ｩ けて ｩ ｩ ｴ っ

た自然美と . 人工美とを巧f L 調和させた庭園 lこイ止まれてゐる。

助 松 本 陣 2.7 VI I I  
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2 ・敷地、庭園

敷地は助RE騨の l' 可側を迂る紀ナ| ・| 何道

l乞町して疋門 あ り、i.E形 t亡近き約千

数( I 停の敷地を擁し 、建物の北側 l亡

築ける庭闘には片桐且元遺愛の石燈

陣

佑と言停へられたる 苔むした燈筒 も

自然との調和の上 lて程 よい役目を仰

付かつてゐる。
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正 門

催 日4

3 ・ 建 物

建物全ｾの配位は Ｈ日 ｉｊ 悩 ｬ 参ＡＡの敷 地点

i.{l，j部の街道1[. r古i した所l亡 i[. 門を俳へて

持乾の方向へ玄闘を取り母屋は* 凶 l亡

延び、 Illj の方より土催、取付のIUJ 、芸品く

の問 、l坐敷、上段の聞を取り 、)比 11
1
土

庭 、取付の問 、次の /I ¥J の三聞はが邸宅

の ｾ ｉｊ で肢もｉｊ｛ 史的 に ｻ賃値 ある ｦｩｬｬｬｩｩ に し

て 、桃山ちにり] のものと推定さる q .t物

である Ｎ 出敷」泣 に上 段の問等はｾＺ色 ＱＱＱ qJ 

期以後の楠築士主ら ん と思考さる。

助 松 本 陣
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4. 室 内 の 特 徴

の 土 庭

ー ｵ 必 は 「 約二十上半徐りＩ所 ｾ ｬｾ -/-_l :U 

とな り、天井は梁1 i i 1を編み竹と

なし、共上部をj豆さ. )ぷ 1- 1) の

漆喰塗となして . Ｇ ｩ￺ｩｾＩｪ 去、防

暑のために 、X 上t¥1¥から の些 1/ -.

めの働きをさせてゐる }:iJ i児島"! る

豪以: な翻が ある 。

助 松 本 陣



@ー 取 付 の 問

: 1 : 嵯から取付の部屋で

あって( 現在は同邸の

主主: とたってMる) 以

前j も!!ilH会のIi : J I亡{ ! Eはれ

たものらしい、此部屋

の板戸は鎚飽の使川 lと

よって 11¥予k上ったもの

で今 日まで丹念にypjか

れて 、見 るから l亡、溜

漆でも塗ったかの弘ーに

よＮＡ， ｾｪ である ･ ラ ｾｪ ｬ Ｚ はニ ｌＺ

I1I J と同様編み竹の上 を 1

土で以て被ふてゐる 。

T

l
寸

l

l，
|

柑

i

:

ヲt 1t 4ぇ . .  

助 松 本 陣
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問

土庭11it 付の聞の次ぎが此部屋即 ち

『中の間』で・4うる、Jl x付の間 よ りも

-段高 くたってゐる 、天井監の昨

へ等前の二部皐と其手法も同様で

あるが此室は表 l亡商し?とー部を掛

の中
。

込天井として ある。 叉灯 、来 、梁等

の構造と 小笠との取合は白漆11企塗

と し て 化 粧と して ＨｊＮ署員 参 ｊＡ Ｈ ｾ )商白

( J liti 設はれてゐる。

ト一一一ーー一_ J 令 書t..-t-一一ーーーーーー_..，

T

I

l

l

-

-

-

?
与

i

l

i

-

-

t

i

l

l

正村 4克 也

三寸h タ

ちω.1 iI I'!l 

ζ ・1.' .4'. : t.. 1; . 叶

陣本松助

l:: {@1 '，量寄1

へ ｩ ･ Ｇｊ ， ゑ ｉｾ
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@ 奥 の 間

ｾｾＱＱＱＧ 紀州公が参 ｾＩｉ ， 交 代 の削り ｩｕ コへ行き仏Ａ ＿ りに休

定l したと 云はる い 奥の問は座敷とは史にー段7 ，':j

くな って、 !W，i!'J 上段柿への宝とえ足って) ，1: る が 前 (

イ 、 口 、 ノ、〕の 三部屋 より後れて ｩＮＧｾＮＩｉｉ ｉｪ Ｇｊ 回国に哨

ｾｾしたるものカミ と 州 ＺＩι さ ￼ るものである 。

備 窮 倉

其 他'2，W{には寛政布!j ノ)('IIii 時代に印L'Hの際などの舟

ピ、 ，.'，

め ｬ と籾を［Ａ＿めて ￎｬ￬ｬ ￍＢ干 ｾ ｊｦｾＧｾ 施 ｩｩｊ ｚ のー っとした ［ 日 ｩｩ 切

ｦｲ Ｎｊｬと干 ￭ｬｽ する ｊｕｦ あまりの土離も ｾｬＺ 他現Ｈｻ ー して ｊｉｉｾＮ

る。

助 松 本 陣

‘ ー- ‘

3 3  V III 



@ 年 詳 細

り 4刷. . { ' 存1

，ト ヲ ユ孝弘乍. l a. ，

る1@.J .ll  'Jf 

V I If 34  

キ合

旦

寸

攻 の 間

ぞ 支 持 ィτどすお

も 4刷J l ｴｾ＠

助 松

匂

P  
Z  

本 陣



歴 史 あ る 家 (助松本陣)

ｴ 然史とは柁ｾして過去の 人 々の感情の記述である。感謝には善と悪 、 感謝と ｬ 児ひ 、と がある。美 し

さが感謝の現 れ であるならば 、 醜さは ｬ 児ひの記録 であ らふ。随先崇拝は呪ひの 言 巴支ｾを ［除 てた美しい

感謝の神慣でるり共底K 悶総が起り隔史が生れる。

因識を語り 、歴史を示すものに人のi l:: mがある。咲及の太古を詰るものは共れは彼等l亡は来1止の

住居を信じられた所のピラミツド ( 英語) 即ち主主( 挨及語) であ るー希服、議馬に需rt の住居のパ ーテノ

ンがある如く我園の榊祉は ijir!1の家で、{弗聞は怖の居 ます聖所であ る。有史前の歴史を諮る石器にし

ろ、土器にしろ共れは皆住居の 一部で・あって、殊K 彼の最古の ものと考へらるるドルメンの如きは

原始時代の好き住居の遺物である。

樹木に恵まれた. 此閤ニ1 : : から木造の住居が起るととは 、自然の力の現れであるが、共保存に永続

性を欠く事は 、古の時史を語る上l乞、域及や希臓や 、雑馬の虫n( 巴! 官の言E銑を遣さざる上に少な か

らぬ不足を感ヂ: る 。事共' 置は三 千年' f ' L 及ぶ幡史を有する我閣に 、千数年を数へる法隆寺が . 現行ーす

る最古の建物であるととが最も雄帰なる識左である 。

我 k の附r ! 大阪からポツリポツ リと膳史のある郷土建築が共懐かしい 、思ひli1の姿を泊して行く

! 共の懐 しい姿を、 せめて紙上に丈けでも止めて世きたいとの願ひが 、底 ムセ本誌に郷土建築蹴の特

特を JG来する 所以である。

此傾向は澗 り都合ばか りでは友い . 地方でも由緒ある犬家が次第 k 々にモンペイとなりつ L ある

そンベイと言つでも其れは 、彼の寒問の娘さん遠のはく共れでは友ぃ。地方政治家が一人前になる

には 、必 十其の所謂るモン ベ イの僚件が入用 で るると 言 ふ共の ｮ Ｍｲである 。 委しく 言 へば 、 組先停ｾミの

総ての所有物を政治運動と代へて 、官り君主 して、 只僅かに 『門 と塀』が残って居るととを云ふので

ある a

一- 期牛期の政務官の32t を見る矯めにモン ベ イの憂身をやっす現代 I' C ，能く阿丙i徐年のl裕史ある家

を玉の如〈抱き守りて、今我々 K 感謝の記述を興へて央れたもの l亡、南海沿線助松 l亡本s' I{I干!中邸が

ある。

質 況K 就ては 、孝文化同 人松木君の報告に諮り て自分は共腰突を記す。

現代の問中正治氏は京大陸事部内十一年の出身で専門外に 、天文、考古 、建築の諸方商K 趣味を

持って居らる L 。共先は前年11源氏より出でたる新聞家と同族で上野間問中rr七を官i Y f したる閥係から問

中を姓としたので家紋は大 中黒で源氏たるとと表示して居る。

シゲカゲ

十三代の品目遠む: ' < ; } J 1 : i : 景は紙同信長の部将休久間信慌の十日き に! 在じて大阪郷石山城攻めに参加1して

天正四年七月川口f ' L fl践lE した。

元来 との石山城は本願寺のミ手院ではあるが、共以前の本掠 01科の寺院が兵火 K 亡び此に 移時 し?と

￟ｾｊ 係から、共前徹 ｬ 亡鑑みて、周問 ｬ と は掘 を構へ監を向くして恰も城塞の如くるったので Ｍ 是を石 山 城

と呼んだので るる 。

首;時{サ11数厭いの信長はうLーには延府寺を焼き共他杢IJ る所f ' L ｦ ｩ弗徒 Ｑ ＱＺｾ車置きをカ ＱＱ へて居る。京畿 ー ｬ て 近き此

大阪の石 山城は信長より軒i k 主主る現f I 題の目t主であった:J: ) { は其の寺保の記す所である 。官時の信長は

安土 lてか: 威し近畿を卒げて仰は右近御大将である。共勢力 11: 1.[ して本願寺が敢然として反抗 し能く

十一年の間孤盈 を守り卸けた事は強豪上杉 、毛利等の後援はあるとして も信仰の力のf拡大を物 新る

我問唯一の宮例である。

ｻん Ｚ久間 イ 言盛 は信長討 ｦｦｴｾ の 大将 で 叉信 任も 篤き武 ＺＱ 守であ り友 がら石 山 寺 を悶む 事 、 也 こ に五年遂 Ｑ ＱＺ 抜

く事 ｦｩｅ はや 、 天正八年勅イ＿に 依り ＧＢｦｬ ［ 時の 門 ＱＧ Ｚ光誇 Ｈ謀長ｾ ｦｉ 上人 Ｉ が大阪城をま す しで 、 紀州鷲の森氏退Ａな

し? と時イコ盛は信長の詰責11: { : { { りて削援して高 lli} 1亡隠遁し? と。

信俸 は招 致ｦＧｌｾじ＿と問中氏 十 三代の霊景 の来及び先考 重遠の哀 が助訟 ｋ 近き牛Ｍ瀧塚 ｬ 亡葬られてる

る貼より して 問中家が官［時己ｦＧｌｪ｝ ｴ 地の土豪で・あった ｾ ￬ｩＭ ｉ Ｇￌ推測に難 くない コ それは信盛の高野 入り に

助 松 本 陣 3 5  VI I I  



従ふべき義理のなき事も明かである。共後信長 ｾｩ｜ ｊ され、秀吉天下を揖り平Ｇ￮ Ul j攻は共加城として天 il 三

十一年十一月十徐州、|の卒を起して大い に是を改修し同十三年ネーには 天勺:1組成る に及んてソj 、早川降最

古川元長を自ら I#U二に築内して 、近畿のJr3勢を ;Tli り叉前の 11¥闘攻めに於け る毛利との介戦の技肢を

談笑 して更に ｾｴ，Ｑ年の 九ナ ｉｈ￺ ｾ 伐に 毛 利 一 族をう ｈ ＧｦＺｴ ｣ らしむるの約を本願寺時代より凶縁深き此 ｊ 波 ｉＣｊ に

於て結んだ ｭ ー は 毛 利氏 ｬ 亡 は 感蹴深き事であっ た らう。詑主 ｾはｩｉ改路 ｉ ｃ 入ったが、天下 の ｊ ｉ 手勢は秀吉の

餓腕i乙依って漸次統一卒定されつ L あったので所在のこ|て豪 も皆共家業 にいそしんだであ らふ。

徳川時代となるに及んでは、助松の土地が天領である閥係で郷土、浪人の立返令 lとも受かれ額宜

公の紀州ｻ多封以来は紀州家の御小体み木市 ｉＨ を承りＨ普通の放舘本ｾ，ｦｻ tて非す7- ) 家主Eと共 1' 1: 共酪屋 は今日

迄依然として保たれたのである a

此家屋の例設は前言巴の如き 家様であるので共れは多分元組の始め頃即ち問替 1570年頃であらふ。

徳川1貴重: の紀州移長iは元和五年七月( 西暦16 19) であるから創建より五十年後の事 lと局する。故IC御

小休所と しても多少の修築は施したものと推測さる。共から後の同家の記録 lとるる延3T七年( 西暦

Ｑ ＶＷｦｬ Ｉ の改 ｩ ｩＡｩ は例建か ら約百十年 目でるる。 第二 次の改 造は慶 Ｑ ｟ｱＮ ｾ 三年Ｈ 西暦 Ｑ ＸＶ ￭ Ｉ で 重うる と 言 ふ 詑鋒

l'c!!Hすと きは共聞の日 子は約百八十八年と友る。約二百年 l亡近き時間. 改修がなかったとは建物の

年齢の貼から見て対ひ を扶む2余地があ る。牌軍吉宗が紀州家から直ったのは彼が三十三段の;11: 年な

る亨保元年( 四Jt!!t 17 16) である O 共前後に於け る上京の詮次屡々問 中家に立寄 られた事は同家所蔵の

吉宗自筆の( 水盤水下刷、砂路雲中卒〕の古幅がよき ;常明を遣して尻る コ叉1JIij第合の新築は究政 五

年て'aうる から此頃 IC f自首の修築があったのでは ないか?

11m抗倉に就いては幡史 K 依る と若手I(J は寛政元年 l亡全開 l亡令して務備倉( 所311凶ひ米) 今日 育 ふ所の

河' 穀法に依 る正米 fi Ji lIの如きものをii!i らしめて居る . 清水家予ifi 1とる助訟村が共命令より五年後 IC ，Y:¥

来?と;，}f は、元来- 清水家は将軍吉宗の孫¥fc 首る重好 l乞賜った符11三家 ( ・ツ橋、悶弘; と 共 l乞) のーーの家

1' ，で あるから、品目十| 家に因縁深き助1 ' 0 村が清水家傾 と左上 而 して幕府の命令 l亡加減のるつ? とのが

五年間後れたのではな いかと思はれる。

此家屋の断史は上詑の泊 りで共第一次 一第二次聞の改修の問 l亡今ーつの改修が あったので・は友

いかとの推定は自分の所見であるが、此の断定は今後の研究K 侠ちたいと思ふ。

f勾此助松? 釘j ドを往古茅誌の iTl i と栴し? とる 41TK就き問 中氏は ::j，くの虫fI < 考持さ れて居る。古fjニ和糸聞

は『茅作、珍努( チヌ〉のj照J と呼ばれ 、共同 it ;j- は現時の園府村大字府 "1.11'[ 置かれ‘ ;{iJf正中を含める古

P イ ヴ

の上糸 Ｈ Ｚ［Ｑ ｊｉ ｉ 美者 Ｑ ｉ Ｎ｢ｉ、右 Ｑ Ｑ 芙 Ｉ ｾ￺￟ｉｃ 底せる＿占［助松治ｩＺＩ ［ｾ Ｚとそは中世以後久しく史上 ｋ 去、れられ来りし名 所 「茅

停のカIU の宮地主主れ。下略、此考放は毘' 良=であら う其れは同氏所般の富士山岡 ( illl 子にて分間的 l亡製

li  .. )1 している) IC も共名を記入しである史(i より しても立治が 1'1¥来る。

和泉の園の古名がチ 3 の訴と栴し?と耳[ は大日本古語桁典 l乙もある 3 此チヌのiffi- 原 K 就いて私の研

究中の『カムト ;thj と比較して見? とい。

チは引 で蛇である。共の原，g は永法 と言ふ立 と、 長い、と言ふ意味がるる。其から大と言ふ意 l亡

特じ叉千千完工ぞの多数 とたったのではないか。叉の語原はナウでフk を指す。即ちチヌは津山の水、

出で水一和 ｪ ￭ ｾ と友ったのであらう。然ら ば此閣 の佐古 ｉ Ｇￌ多数の 、 或 は多量の五えがあ っ たのである。

現在 lζ 於いて同地方の; 山庄は 不案内で あるが各所 Ki 也のある 事は共れは永のrff 蹟ではないか。以上

司: 悲治よ り推定 して助松よりの出土品たる、問中氏所蔵の二{聞の大なる土器は海洋住民… ( 魚、肌をな

して ゐる所の) 飲川水! l T f l ' 1の7 k 壷でるらう。飲用水型1;1 の地方 IO K輩の必要は友い活: である。然る

にとの7K読の所有者たる耐部、取li生の人々は外来であり其自然の永の附近には巴に原住民類が生粁

して居たので外米民?とる 11'1:); "住民は止むを得歩Jri'7Kの必要があったのであらうっ iT!i Cウラ〕はカム ト

語ではるウル で共れは 、終り 、末の意味がある o ir I J は陸地の絡出li で・又 i{fj: 7kの終121で‘ ある ー叉4Eは表よ

りの絡貼であ る、木の終. 却iは叉ウ ラ、柑と稿する 。此i清原からウ ラ トと言ひて休息の意味が るる。

前動の格治 ｬｩ はウ ラ ト即ち休息、である。 ｾ ｲ Ｚ 佐図高知の 績 は今 ｩ 川ｉｬ戸と郁する 。 此 ＺＭｊ ｪ ｾ は同 計 Ａ京から 出 た

もので ある。

チ ヌのii I J の考j識に就ては私は更K 研武家の所設を11日くを嬉ぶ者である。
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比 叡 山 延 暦 寺

藤 原

占 企

我

延暦寺は比叡山の頂上lと近く院大主主地域を 15iめ， ｊｊｾ 土佐 ・ 凶 器 ・ ｴｨｴ 111の三塔 K 分れてゐる。

東;塔と西塔とは数町の間にあるが . 横) 11はー- A飴も離れてゐる コ各 lてrlJ 堂があり 、東塔の

を根本中堂、西犠のを締法輪堂、横川 のを tii 川中堂と l呼ぶ。 天草ff ; l_) 本山で 、弘仁 1_; 5j '.最

澄の開基、同 じ頃杢海 l亡よって聞かれた良 昌宏l _) ｾＺｾＮｩｬＧｦＧ山金剛朱 マ ｲ ｩ］ と Ｚ ｊ ｕ 亡、首時吾図街 教 の

二大道場で、るった コ 後世跡 ｪ 山 共屡々火災Ｈ￫見 舞 はオ ｌ 、 並々 手は ｊ ｾ 皮 ￍ［ｪＺＱＧｃ建て直され Ｎ 建築と

して首初のものは一つも 残 って ゐない有様で、正:j :ll i' 山で-は最後の金主: が昭和元年の暮に炎

上し、最近鎖骨銀筋コンク リー トを l在府し? と新堂の粧ひ成ったととは人の切るととるであ

る。

延暦寺は彼の 山法(:ll iで・ ノたいに rtJ を利かせ、 ま d ' J : らぬものとして骸の自に? ととへられ ‘

朝廷や武将を手古摺らせたこと一通りではなかったが. 途lと元J画二年織江11言長のために全

山を焼かれ. 殆ど全械の悲運lζ 陥ってしまったコ陥って現在の諸建物は何れも殆どそれ以

後の建立にか L る《その ιIJ の図質建造物の名吊と建築年代とを記せば

棋本中堂 寛永十九年 ( 一説克文七年)

大講堂

錨棋

大乗戒挫院佐

帥法陥1? - :

琉I向笠

克永十九年

寛永十九年

院長ｊｬ ｾｲ

文総 j削ドJ多主主 ( 域合時代の建築)

( 安mr末といふ)

横川小企 些長 ｪｌｾ Ｑ 三

2えび特例えなもの として相倫砲がある口 1等法陥堂だけは文除年間盟国秀吉が践の闘城寺から

J多建したもので・鍬合時代に屈し、それから f臼硝堂が室町末期とされ . 共他は皆桃山から江

戸時代のも アは・かりである。即ち古さから云つては大して古いものはないが. 共時代のも

めとしては多く傑作に凪し、且つ時代相首の特色をよく現はしてゐる。

併 し乍ら延暦寺が建築史上 fC ｉｾ￭ める重要な地位は是等箇々の建初では左く 、 密数伽ｾと

しての特色IC ｾうる 。 奈良湖 ａ［Ｚ から次第 ｬ 亡協顕 して 米た空白教研究は 、 唐土から相次いで ‘ 蹄 Ｔｬｦｊ

した最段 ・昼 j与がそれぞれ比叡 山及び市野山を Il司くとと κ 似てってにはか l亡ー進展を遂げ、

新教伽藍の各地に皆まれるものが漸く教をカ11へて来たコ而して彼等の多くは修卸の必要上

人里離れた深 山遠谷を撰んで道場を建設 した。 山地に於ては平野の様に池宮; お:土地を得る

3 7  v 川



1. 相 輪 桂

相 ｾ翁を主位 と した ｬ 作であ る。後ｼ止

殊 に明治末の修捕 になる ととろが

甚だ多い。

ととが谷易で友い。 'l1' iかの平地を 得るのにも、斜面を

i切ったり 、低地を型11めたり 、時lては谷を臨んで、主l f . 去を

組んだり 、松 k 7J. 工夫を裂 し、 一立一段の地 lても相首

の汚心があった。I)l んやげ辿物を規J ! IJif しく 一卒地内

に配 列するといふととは 到底 常めなかった ｣ 叉道場主 ｾ

ｾ 設の口 ￭ ｬ Ｇｾ からしでもそん友 必裂はなかった ｯ 陥っ て 筒

k の建物は自 1111亡配位せ られ、的" 監査聞として規 I!IJJ E.

しい配列といふととは考へられた‘ かった。 とと l亡於て

ー従来の伽1支配世訟といふものが{ 成れる lて至ったのであ

る。

飛鳥時代の法隆寺 ・四天王寺 ・奈良時代の柴f : ! j i寺・

京大 ぞ ｊＧ 等の有名友 ｭ ｬＱ ｾま ｩ ｾ 士 、 何Ｎｴｌも南 町 して 金堂 ・ 塔婆 ・

講堂 ・鎚槌 ・経蔵等がg) ( : る 統ilil Jの 下IC配置され、或は

歩廊がめぐ り、中門や砕i大 門が並 んで整然としてゐた。

かかる伽箆配世法が彼 られると 云ふ ととは‘ 今考へれ

は叩可で・も友い乏の様であるが. その頃 としては中々の

大事件であったのである コ飛鳥時代の百梢桜配置や奈

良時代の唐式配置法は何れも大陸から体へられた形式

で、昔時にあっては飴程重要視 されてゐたものである 。

その如何に 重要視 されてゐたかといふ例として大手 ｉ ｾ つ

首腕苛: を傘げて見ゃ う。

首 ｢ｴＺｪｩ 寺 は中 ｾｾｍＺｾ の』見茶維で 位 ｉ ｃ 聞 え 、 創立は白 ｬ 瓜年 Ｑｭ ‘金堂 ・ 講 堂 ｾｴ ￬ め京 凶岡 三重 ｊ［佐が

あ り、 金堂 . ｈＢｾｾ は鍬合時 代 の ｉ ｬ ｽ 建で あ るが、雨 ｊ［佐 は奈良時代のもので誌うる。此苛ーは二上

山;践の斜面K 皆まれ、後ろに 山丘 を負ひ . 前ブJ は遥かに下問自j 田方 l自{の平野を展望 してゐ

るコ而して卒野の方からとれを望めば二ょにのJ芥婆が背後に並び立つ大i / J uｩＨ［ｾ が 堂々と我々の

方を 向いて ゐる棋に思へるのであるが 、4J1，宜は之11:反 して伽笹は我々を背K して 山の方 を

向いて立 ってゐるのである 。即ち寺地は西から南へかけて山麓がめぐり . 東から北の方へ

卒野を 展開 してゐ るから 、伽i症は北向或は束向 にすれば都合がよささうた' のに何庭迄 も官;

時の唐式配置法に従って南町を !.} T  . 南方正商即ち山の方か ら見れば金堂の後ろ に講堂が

あ り、前に塔婆が二基束 i却に並び . 整然として卒史J K後ろを向けてゐるのである。

密童文建築はかくの女n ＼力強い伽 箆配 世法を破って建築史上にー時機をｾ ， ｾｬｊ したので 昔う っ

た。 とれより，L f - 地に皆ま れる寺院に於ても 、伽2との配位といふものが重要福島されなくな

ってしまった。

それからもう 一つ注目 すぺ きは相愉挫であ る。弘仁十一年に出来たもので凶器に風し、
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今も樺迦堂( 特法倫堂〕の後ろの山

に立ってゐる。とれにJH;.jili の応婆

IU うる相怖だけを立てた )1手のもの

で、内 -!5尺、青JW1でii!i られ、 qJ! C

法謀総大円経二十三部五. 十八名どを

納めた、 Hi-i 婆とi I 司意義の j(ljも.JiAめ

て特殊1 ' J _ ものである。 fjj: し日本の

ｊｻ ｲｾ 要なるものは元米訴を印ｦｩｩＺのス

ツーパに費したもので . 吾ヰ婆lと

あっては主として相陥1:: 此スツー

パの形式を体〈てゐるので透うるか

ら、土佐本来の意義 より云へば相愉

1・堂怒るものが原形 l亡近いと云へな

くもなし、。松山の相輸が? 児童J して

ｉ Ｚｾ ｪ＠ IJ !i' 山l亡 も特鋭、の J合婆が出現し

た。それは彼の大ｊＮＱ ｦ で多 ［ｩＧｩｾ の原

形 lとおるもの . 現在大JJFの丘町は

紀伊線? ! < i の大体制民にのみ一つ成

ってゐるが室IIIJI 時代のili 立で. rl :j  

野山のは肢の甘l亡焼け失せて 、金

主: のほとりに礎イJばかりをmく存

してゐる。尤もとれも 11j . 興の計〉別

が行はれてゐる相だから 、11ニ古の

依存を見る日も述くあるまいと忠

はれる。とにかく此の相愉ｾ Ｎ ; ; (と彼

の大14i; と、首時干r閣のi財政二大ili

場 ｬ 乙各ｾｩｉ ［Ｑ 特のｾ婆が出現したとい

ふととは許: 1 - 1 1ζ 他する 。

以下延暦 ミ ｾＺ f ' C於ける園町土t地物

二三 lと就て 111告ri!:. して此J裂を粍る 。

大 講 堂

丸山j / : ; 耐_rfOぽ入制. 屋ii!i 銅:i i ・0 付I

r1111J ¥_ 梁間69尺 椋 高80. 4) ふ 総

凶佐川手先の大堂でるる c 特殊な

2  プ三 言語 '平・

ｪ 者様に童話して ｾｴＱｩ ・ る長膨 ｅＺＵＵ の利慌を巧みに調和せしめ

てゐる。

3  火 税 当 : ・9卜陣

9U: 梁プミ獄来のt君主架簡潔な り。欄| 切の大彫刻を凡 るベ

し。

4. 大講堂内外陣T J i : 1倒 聞 の 大 彫 刻

松 に 孔 雀

ｾｾ Ｇ ｖｉｉｉ＠
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5. 大 講堂 内外陣邸側 ! 日] の大彫刻j

桐 に 瓜Ai 、ii 方は松に餓

6. 根 本ご '"1'

ＷＮ 根本 ｲｬ ｾ Ｇ

廻廊よ り見る 。 材 供 IUJ の民放 彫刻 には主主々な意匠 を

施 せ る も 形 として は粉不満 足な り。

ものを除いて普通の堂宇で四千先

といふのは珍 しい。( 大手n金峯 山寺

ｾｾＱ 主 ・ 同誌Ｚ光寺金堂 ・ 京都手女 王投開

-; ' f金堂はpy手先である 、o[i' ri も! き棋

の，!，' fffl lだから甚だ賑やかであるコ

本部は列会りであるが、料棋の聞

から閣を 川してゐる鋭頑の彫刻に

だけ色 k 鑓った色の lTJI. 介せで彩色

を方白してゐる 。 イ ｉｉｊ Ｚ￭Ｍ Ｑト 尾 Ｋｎ 治 活 ｉ ｾｦｴ Ｚ で・

瓦棒が Ｊ ｉｕ ｾ 、のと 、下 層の軒が能く

て軒付が制! 享すぎるのとがい さ L

か物足りなくも 友いが 、全髄と し

ては稀lと見る堂々たる大建築で .

伐に山様の手法の 中11: Ntlや基IJ立等

の手11棋の要素を一部分取入れて 巧

みにとなしてゐるのは事ぶべきと

とろ と云ひうる 。

同固には像1l!I J をめぐらし、疋I白i

中央 の三 ｉｬ ｊｬ には岡 ｩｽｾｾ を つ けてゐ

るが、以前は中央一間だけが伐庖

戸で4うった コその同協は各間部を

下げ、背聞及び側凶H1 : は随所使唐

戸・1E頭2E:・辿子窓を設けてゐる 。

辿子窓がIJ 射せから下方についてゐ

るのと 、側面及び7T凶lから内ll4iへ

入 る入 口のと とろだけ縁側が切れ

て一段低くなってゐるのと は、内

Ｑ ｬＡ ｬ ｩ がＩぷを ｾｬ ｾ らないで低くなってゐ

るためである。 即 ち内])，:j lは前ブ5深

さ二 ｉ ｬｲｊ通りをタト附として ｉｾ ミ を張っ

てゐるのに 、後雨i内附は床を張ら

- p 低くて花尚岩の凹 *敷と たって

ゐる 。

外陣には大止1 : 梁を架 し、その中



央制官ij 寄りに大瓶束を立て、* か

らダト方は化粧尾根主要とし 、内方は

小利1. ;裕夫 ) 1: と友つて ゐる。内外IIIF，

の境は両端各 一ーrmだ け が illf 子窓

で、他はすべて双折岡山! をm戸.

幣iliUIを廻はし. 上の長. j ljl と110 T と

の問には大協1Mを設けて、そとに

は雄大1nf比友彫刻を入れて ゐる。

彫刻は桃山時代から江戸初期にか

けて多〈行はれた樹花に鳥類 を配

した美事なもので、阿って左より

午f 丹に 山鳩. 松に孔雀 、制には

風、松に偽竹と椿を添へる、

ｾｩｈ て 引丹、松柏に際、梅竹 ｬ 亡到

の順にな ってゐる 。桐 K 鳳j且・ 訟

ｬ 亡 孔雀・ 松 柏陪 等 は栴 ｴ 亡ｾＮ年 ｴ 丹

tて獅子 ・竹 l亡皮等と 共 lr.: 'i1t;・時流行

して ゐたキ11介せであ る。一帯右端

の悔竹英nl ' C 於て、とれに松が入れ

ば目 11' ，度い松竹約になるのだが 、

此頃はまだ松竹梅と いふ取合せは

あまりはっきりしてゐ友かったら

しい。各種の樹花を数多く llx倣 っ

た彫刻l鮮、例へば日光東JR11古枇股

廻廊の基股彫刻lの虫!日雪 、;1{ 杭頼1並

行 間 も &って、そ の rltfては殆ど <b

りとあらゆる組物動物等 E取扱 ひ

キn合せてゐるから、そ の '1.1でし多

くmひられてゐる松や栴や竹ーから

白燃に怯竹一協の初合せが1+¥来ても

よささうで あ り、出来友』すれば不

思議な1u:で4とるのに而もそれが見

首らなし 、。尤も天間博士のた言葉

IC よると或所には梅松竹とか日 'J 々

8， ｴ 及本 ｲ ｬ ｬＯｾＺ ［ ・ 外 ｉｗ Ｎｦ，ｩ，ｾ ｾ

Ｓ と比 絞すれ ば 多少 Ｂｆ ＱＱ ｾ の蒸 が 記 、められる。

9， 根本 f 11  ｉ ｾＺ［Ｚ 外 陣 Ｑ Ｍ ，段 ，ｊＩ 給 ノ三 井

極彩 色 で 四 季 の 百花 を捌く 。

10  抜 本 '1"平・内外 IWJ:ll. 欄 間 大 彫 刻

伎 柴 夫 人 が ｾ Ｎ ｲく ＧＱ Ｇを ｉ ｉ ｾ べ る と とろ ｯ 4町 5 と比較 すれば

彫 刻 に可 な りの蒸が認 め ら れ る。
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Ｑ ｝Ｎ 根 本 ｲＡ ＱＯｾＡ｟Ｚ 内外 陣 ｊ Ｇｩ ｾ欄 ｬ 甘 ｊ Ｚ［ｉ Ｈ Ｑ Ｑ ｊ［ 刻

伎費 量 供誌の ＱＱｾｒ を現は す。

ＱＲＮ 根本中 ｉｾ ｾ Ｚ 内外陣境欄ｲＺ ｮ 大彫 刻

迦 陵 !}j ( ilJII 

13. 根 本 '"1' 位 廻)lil; 外部

事芸風 ｧ の中 仕切りに窓なく板で ＱｾＱ さ れて ゐ る。

の彫刻と して戸ーつ並んで・ゐるのが

ある相であ る。それから少 し古い

時代にも 松竹梅の質例がなくもな

いが . とれ等 は偶然11¥米たもので 、

竹 に 虎や牡丹 ｬ 亡 ｾｦＺｩｾ子 の 桜 な 和 ｬ 令せ

とは呉 るもの らし い。 それは とに

か くとして、松柏 l乙院や桐 lζ 服用

などの云は Y 高向友; 中11合せに劃し

て 、梅竹l亡知を配 して間家の朝と

いふ勅題にで、もあり相なのどか左

.h庁長を現はしてゐるのは商白いと

とで あ れ 官 時 建築家が桃山時代

の後を承けて、のびのびした気持

で雫 しく白山な j院を振ったことが

想像せられる。官K 此の ) Lf 団側聞

の k. 彫刻は 、桃山i直系ω雄大華麗

な祈気 l亡満ちた傑作で・、而して此

雄 大 な気風は堂内外の柿架 ｻＮｴｾ ｩｉｔの

至 るところに /従れ 、その自由奔放

な手法は、唐掠ぷ1.lf奈の大胎な混合

や ｭｬｾ り の呉棋な彫刻等 ｬ と遺憾な

く現はれてゐるのである。

内 ｾＧｆ は列往によって中央五間二

商が内 ｫｾｬｬ Ｚｩで、その前が中陣 、後 ろ

が後jhl tとも 云ふべき具合に分れ .

後陣から左右前fHI Jにかけて化粧屋

ｾＺｪｾ裏、中附及び内々陣は三棟 ｩｩｴ の

羽u亡各別に械を 有する化粧屋線系

で 、天井頗る高 < . 共下方 lと二Jfi :

の大9! 1:梁を架け波して大事JJ交を世

き、そ の上にも立派な悲IJ 支線の彫

刻jがあるつ

ｾ ｊｈ ｬ ｬｩ Ｚｴ庄は府棋の好例で ー ｼ 二 Ｇ 下 ｴ 乙樹

45の繰11' ，しを有してゐるが 、そ の



絞出しの下方の音f 1.日7どりI';! ｾ， ｬ ぜ

ら れ、 それから上は本で 出来、 ｾ ｉｾ

Ｑ 日Ａ の初 ｕ ｉＧｌは 蓮間車の品 ［ｬ［ｾＮｉ ｊ が入れ

であり、そとの取には鬼形彫刻を

川ひ、世の上 l亡は逆蓮慌蓮の ι J 闘

をめ ぐらしてゐる コ

Ｊｾｬｉ ｴ ｾ ＯＺ の ｉｉ｜ｾ 七たのは天長 ｦ ｌ［ 1， 1  '. (  

ＱＱＰ Ｘ 年前 Ｉ で、 Ｚ Ｉｾｉｅ 十二 Ｚｾド 輩ｴＺｩ秀

吉1' ] 興、寛永十九年徳川l家光改造

と体へられてゐるが. とにかく i 1: 

戸時代初期のものとしては稀に見

る優秀左大佐築である。

根 本 中 堂

大部中:の米J ヒグノ一段 ( g地に あっ

て東商す る十一間六商の大堂 、耳i

唐入母屋 ｩＺＡｩ ＧｾＱ 司茸。紙 ｉａｉ 柱、三手先

軒二車 、材 供羽| ては基股及び二勺材

より密化したと思 l生れる彫刻を配

列してゐる o .iE面中央三聞は双: J 1i'

雨間桟唐戸を! 日り 、左; { illlll 乞は泌

をT r i ひ、五商から側耐の 一部分に

かけて像側を附 してゐる 口

内部は 深 さ二問題りが外 ｾｲｬｉ で ｪ 衣

を張り、中央一列の柱を境として

外陣は前後二つ l亡分れ、後方のほ

はT-IIi 方より ー尺i訟も向くなってゐ

る。天井も陥って二つに分れ、前而

は竿ば化粧屋似謀、 4三ば中日入天井

で共下 ｉ ｲＺは ｾＡｉ 梁と板悲 ｉｊ 立があり、

後方は格天11:ε 各聞には菊・牡)'J ・

藤・秋・水 (11: 等 四季の百花を JIl lき、

天井下 l亡は 同じ く虫1:梁と紋悲股と

がある。基JJ 止のJft はあまり良いと

は云はれないが給は中 k よく出来

14. 根本 rjl/l :t: 廻廊入口

内部 よ り見 7こるとこ ろの

15 根 本rlJ '.学廻 trili 内fl!I)

ｉ］ ｬｬｬ ｾｴＺ の 様 ｦ Ａｬｬ ｬ よ り見 たとと ｙ 。

16. 大 講 堂 前 の 鋭 機

杭 が 上 部 で著 しく内方に 聞い て ゐる。
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lγ 鐙在Ｊ 内 部 ｊｾ l' 一げ

鐙を行i るた占うに杭を 二 本別 l二立て ね. 渓 を架し て ゐる。

18.  プミー成立ｸＺＮｴ￭［ ￯Ａ 比 ｉｾＺｴＺ

一 見 し たと ζ ろ純[ . ，¥被の様であるが細部に布l様 手 法

が 案 外 多 < J日ひ られてゐる 。

Ｑ ＹＮ 側 ￬Ｑｾ ｱｩｪ 命 ＧｬｾＺＧＺ

放 の割 合 下 の方から J2たと ころ で あるが 、 もう少し

k か らだ とj肴4艮が非常に大きく見える 。

てゐる。内外陣の境は十一間共す

ぺて双折雨lli-J筏府戸をつけ 、長 JIP

上の欄nnl 亡は Jll 陵況知11や依然供養

天人が: 云: 中を飛んでゐる大きな彫

刻を入れてゐ る。

内I!II( は石iti で夕刊。li の床より七八

) ( も低く、昨日文で上ー下する枝lとH"¥

米 、 ｲｬｬ う ｊ ｕ ｌ 間二泊 ｩ は内々 ｾｉｉＨ で ｊ 斤上

小中11特天井 となり 、天井下K は大

ｾＡｊＺ梁を梨 し 大板基股を置いてゐ

る。 (̂-J 問rl.1J).と後寄りには大須棚fft

』 がある。三段から成り 、下は石担

でJ 七|てに 二市. の木壇を築き上 l亡(L._j

欄をめぐらしてゐる。木壇は .1，.下

共 Ｑ ， Ｑ ＱＧ 誌で 、 羽 ＱＱ Ｑ 亡はヰＱＺ 丹庇 Ｎ ｪｩｬｬｾ 子の

泣 0n友! 彫刻 を入れ、刻、 l亡上ブ，; I' L附

してゐる勾i聞は -開のがH/ftJ! 予を ill

車内した級友 町民珍 しい意 l正のもの

である 。

本。17: は大詰堂と同じく寛永十九

年の建立と 2えはれてゐるが寛文七

年との設もある。而 して内外の基

股や内外1!'Ti 境の大彫刻の手法には

計糾その それ等 lと比していささか市:

いととろがあり、豆長は寛文七年が

木市では1J . いかと も思はれる 。

21・の左; ( ，から前方にかけて t t lj! l;

がめぐってゐ る。複廊で正而K 府

Ｈ ｾｕ ＮＡｬｬ ｾｩＱＡの入口がある 。 廊の中仕切

は辿了- 窓が押通であるの 陀とれは

J浜町で皆、が友く 、内部が少しも見

え友い械になってゐ る。科棋nlJ l'亡

はる: 山立があ り、例 l亡よって各相の

!日以 IJ が附いてゐ る。



鐘 棲

大誹堂の前左方に建つ。吹jjJ:. し

の屋形式で車府入 1:): 屋地: f : rljj'i ・J 'F.'  

二京 、将 棋111如 、陥f引に必! 院本』i町長

相官l ! 辰やかに彫刻を附してゐる 。

四間f ' CUj lt l : が立ち . ｾＡｉ 梁と ｩ￭ｊｕｔ と

てJ 二部を同め 、且つ附十1: 1: : . 副IJ へて

二本づっ方粧を立ててゐるが、J l l :

等uは上部が著しく lλ J ); I ζ{げiいて

ゐる。 一睦 lと鐘楼とか手水屋とか

比較的大き な屋般を 四本位で支へ

る形式の ものは 、安定の ために桂

上部を幾分内方f ' C1t J i斜さすもので

あるが 、江戸時代のものは共j立合

が特に著しい様である。か L る立

匠は度を過ごすと失敗:I l : 終り g い

もので、古い時代のものは此貼で

は貨に上品で、一寸見ただけでは

気の 付か ぬ 腎 Ｚ皮 Ｑ Ｇｌ［ｦＮｬｾ考へをめぐら

してゐ? と。

鍔: は普通な

ら屋根誕の小

屋梁から川り

下げる仕掛lと

するととろ tt.

が、此底では

内郊に別 l亡 liil

位を二本心: て

て上 l亡梁を波

しそれに主IFを

吊 札 梁の上

l乞は直ぐ天井

22. 横 川 rll ｾ＠

20. 縛法輪金外郎天 J t-

影でよく見えないが虹梁仁の板長股の} 係は鎌倉時代

と足、 へなャ。

ノ パ ¥

21 韓法輪堂タトr41虹提L の基肢

下からのえ取回て ・ ・下掛 の 方 ｬ ＼ｊＮ ｦ ｉＮ摂 ｉｾ

lすら札て』二ι 剃 ら ぬ か 九t本 ごI J Zもの5L叫

を 張 っ て ゐ る 。 岸に臨ん で舞台迭となってゐる。
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年代は大講堂と同じく寛永十九年と云はれ てゐる 。

太乗戒壇院堂

大論堂から 四千の一段目iいととろに1 F . る O 五山五商、l T! 府立 Ｉｉ Ｇ｢ ｩｬｩ 十 ｦ ｮＺ之葺 、｝ 買上 ｬ と路盤ｊＺｾ

芯j;を上げ、正凶. 上貯の ili l ' 陀はi ，l I ' ( 波風を附けてゐる コ料棋は 上下j 与川三材で問料束を側iへ 、

線 、 閑枝 、入 口は正而 Ｑ と三つ 、 ｻｪＡ 日白 ｩ 及び背面 ｬ 乞各一つあり 、 ｾＫ斤伐唐戸を 品 り 、他は 板 ￆＺ 止で

{'Ji ｫ Ｇ 亡花頭窓をＯｽ￭ ｾ いてゐる ｄ

ｬ 主長年の再建。 ｛ｩｾｻ 民ｾ問 ｕＲ で車 ｆ ぅ｜Ｚは ｉｊ 日ｾＡｾだけでね ｬｪＱ ￆＡ < 反り . 而 して屋似の流れに沿うて

は殆ど反りなく 、L芸能Tf 珠や} ，fff' 波風の)1予定Eどと j 与に全悼として訓子Wi 聞く 、維持の気 lと之

しいが、和様と! 在践 との繭手法を巧みに .1H哀してゐ る手際だけは感心するに足る コ即ち此

堂は軒の反り具合から花出窓 ・」二居住の綜・室崎等の創u部手法は唐椋を現はし、 麓の凶城

寺 l亡在る唐犠の傑作一切経離を思はすものがるるが、村挟・問料束及び下居住等は和様で・、

そしてその雨者の混合が非常にうまく出来てゐる口元来桃山江戸とえEれば和様唐棋といふ

院別がl度i味になる のだから . かかる混合は別 l亡問題とするに首ら主主いの でdうるが. 此堂若

くは大講堂の場合 l亡於ては，f ll 版I，ff 掠の聞に可なりはっきりとした! 届別が意識されてゐて 、

而 もその同者が巧みに訓示11 されてゐるととろに見る偵他があるのである。

内部はこL聞で'}，li] 悶一間通りは化粧屋以長 、紫釘・2従を )IJ ひ、中 央方三聞に は石壇を築き 上) j

は;格天井と 友ってゐる。世は良IJ ち体教大r : rli i借停の大采成挫で古 山1綜持のものであったが.

今のは首初 と官会程趣きが鎧ってゐる 体ふるととろによれば元の戒壇はは るかに大規脱な

もの で Ｎ且っその 院堂を中心として緋なや 中門 廻 ｲｲ￹［ がｾＱｉ￬ってゐたといふ。若 し今 の とと ろ

が元の場所とすれば、現存の地)1手にはそ れ等 を想像するだけの院さ はないが、此堂の正 r(lj

向って 左の 方に道を 隔てて一段小高い卒地が或は緋堂のあった ｾ ｉ ｉＺで、それ 等が ｲ 皮今の線

本中堂と大講堂との［ｦ ｊ ＱＧｊＺ助 ｬ 係に正ｾ っ てゐたのではな い か と ｪ｡ はれ る。併 しも っとよく制べ

てみ ないと雌か なと とは云へ友いが 、一寸感じたま L を省いてみ' k ーのである ュ

鞠 法 輪 堂

ｲｊｅￎ 土佐の中立で樺迦 ｾ ＿ＭＺとも云ふ コ一 般には樺迦堂といふ名の方がよく 泊 ってゐる。信長 ｬ て

ｾかれて後 、 文 ｦｦｩＮ ゑ凶ｾｉＢＮ 秀吉が麓の三チ ｼ 司 ］ ＱＱＱＱ ち闘抜寺の金主主を修 し建てたも の で ある Ｒ 七間

八耐単居入母 ￣Ａ ｩ 宣 銅 ｚ ｩ Ｚ ， 奥行 が 非常に深い から 陥ってＱｴｾ艇の流れ が大 で ､ うる 。 Ｓ 反応の方か

ら来て道のだ右 ｬ 亡並ぶ法華常行岡 ｾＺの ｉｂｬ を抜け ると 、 ゴ ｾＺ ， 亡道が 下り段と友っ て此堂 の 正凶 ｩ

ｬ て下りる様になってゐる 。 そ の奴む の注 ｅ いから 見ると屋艇が無関に っ たきくて ｬｬＡ ｦ ｬ 伯 ｾｉ が有るか

無いか判らぬ位小 さく見 える。叡山育観の一つで名物となってゐる。

柱は全部以1ｾ 、 太住で料棋は出組 、材供 聞に は問料 束を備へ 、 正面か ら左右側 面 ｩ へ縁 ｦｗｊ が

廻ってゐるが深さ五間までのJi J j " で格りそれから後ろへは縁側はない。

内部は内外陣を通じて ｉ ， ｉ［ｾ 回 一 ＱＺＧＺ Ｑ 通りが 化 粧屋似長で製血 ＱＺ 梁 を有し、 他 は全部組入天井、

天井下には大Ei[ 梁が幾僚も架しである。前方深さ 三開通りの外陣は拭板で床を張り、内外
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陣の境は雨脇各一間だけが南関棲唐戸で、中五聞は全部板扉とたってゐ る。内陣は漆喰土

間で、列柱によって中陣・内々陣・後陣と分れ頭貫を通じ問料束を立て、天井高〈、虹梁

繋虹梁の構架雄大である 。

制部として特に自を 惹かれるのは外陣陀架した大虹梁上の板基股で、 輪郭といひ屑の各

込みの兵合といひ甚だよく出来てゐる。本堂は一般に鎌倉時代の建築と云はれてゐるが、

圏域寺金堂であった共前身が鎌倉時代K 造られたといふ何かの撮 りE とろがるってか否か

は自分は未だ調べたととがたいが、或はも少し古い時代のものではなし、かとの疑びがある O

基股のみで友く、内陣の頭n - や間科束の調子が何う して も卒安時代の方K 近い気がすると

いふととが自分の 二三年前のノートに記してあったので、先日更に見直 したととるやはり

そん狂 気 がする 。そ れでｾ、 っ かも っと詳しく調べてみたいと思ってゐる。

文総移建の際の手法或はそれ以後の修有lj の箇所も相賞あれ内陣須嫡担な ども即ち共一

つである。

ｾ＠

以上の他に向瑠璃堂三横川中堂とがあるが 、今回は調べる暇がなかったので次に其大慢

だけを記す。

瑠 璃 堂

締法倫堂から西北七八町のととろに在り、方三間車唐入母屋造物皮茸、柱には段、あり .

蓋輸を のせ、 料棋は出粧のiAt組、桟庇戸・花頭窓、を有す る唐様の建築でるる。年代は室111J

末期 と云はれてゐる 。

横 川 中 堂

根本中堂より北東約- _ l l l ，字。「比叡山名勝記 J I ' Lよれば

仁明天皇嘉群元年慈党大( f l ] i 凶仁勅を 奉 じて建立す。本主宇は聖観音左脇士は毘沙門天

( 慈売大官!]i 作) 右脇士は不動u月王( 俳 iJni 明定作〉、相侮ふ慈'提犬( f ni 入唐求法のP _ TJ海上風

披の難に逢ひ聖観音を念 じて無事たるを得、即ち蹄朝の後此堂を建立し屋根の形献

を唐舶に擬す と。天正十二年附亮信勅を奉じて i可ー興す。後慶長九年22! 臣秀樹の勾: 堂

改造す。現存の建物即ち之友り。桁行六十四尺六寸、梁間八十九尺七寸、軒高十八

尺一寸. 棟高五十五尺三寸五分、云 k

とあり。七間九面皐居入母屋進委入の大堂で・橡側をめぐらし、後方は崖K 臨んで・舞台iiSと

たってゐる。側面から見ると前後に槌破風をつけた珍しい形を してゐるので. とれは鑓の

日吉紳社本殿から 暗示を得たものだらう と云はれてゐる 。
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桃 山 時 代 の 城 郭 に つ い て

文皐博士 大 実貢

市

甲

a

J

4

l

 

「桃山時代 j とはとれを最庚義1 ' ( 用ふる場合には 、近世初期即ち織田信長の覇機獲得から

豊臣秀吉の時代を経て、徳川家康・秀忠、の二代までも含め?と時期を指すのである 。今と L

でいふ桃山時代とはも う少 し狭い織田 ・盟臣二氏の時代を総帰したものである。との時期

は年教は僅かに三四十年であるが. 我が文化のあらゆる方面が中世的主主ものから近世的な

ものへ移った時代、即ち近世的なものが建設 された時代として、非常に 重要友 誼i義を有す

る時代である 。 とれを城郭についてみる も亦同様左ととがb、ひ得るのである。

鎌倉時代の末、元弘・建武以来二百官余年K 亙る戟筒Lの後、園内一統の業が完成され 、近

世の卒和的主主時代K 入る過渡時代で. 政治・軍事・財政・経費・枇合上は勿論、建築・美術・工

撃に至るまで著しい費革が起った時期であった。

政治界t亡は統一の形勢が大に進んだが、軍事的並に j攻郭方面にも亦同一傾向の鐙革が起

って 、と U ' C も新時代相が明かに観取されるのである。

第一は軍隊組織の費化である 。我が園K 武家が起った初め頃の軍隊組織は家膝的な もの

であった。 即 ち主従闘係は家族的闘係K 類似し、臣下はL J S = 時は主君の膝下K 位し、戦時[1'(

は之に附随して出征するといふ具合で、その聞の固結は甚だ強〈雨者の関係が厚い情誼に

よって結ぼれて居ったのである。鎌倉時代や室I l lr時代の初期1 ' ( " うっては. 此の主I唯 一聞は

規模が小さし僅か二三百人イ立を以て普通とし、その大友るものも上下幾つかの此の如き

譜代の情誼関係のものが結合して居ったので、その| 劃結力は聞かったので、ある。大軍勢は

つまり此の如き小園慢の集合で、一門の惣領・黛の旗頭などといふものが此等を指揮して

戟にのぞんだのであるから、全軍の連絡は甚だ不充分で、主将の命令が徹底せ歩， 時には

自分の部下だけ率ゐて勝手主主進退をした場合も少くたかった。

小規模た圏韓が各地1 ' ( 割棟してゐる聞はそれでもよかったが、 段 k 此等のnnf 'C虫食併が行

はれ、ノj 、は犬に合せられるに至って大きくなった家では 、従来の如く情誼のみ・を以てして

は、新附の犬人教を強国友園結たらしめるととは出来なくなった。而も、世態は 1舗が上に

も強固定E圏結とその最も有効なる活動とを要求したから、 軍隊札織に於いては 、家族的か

ら除伍的となり、 愛革を起さざるを得たくたったのである 3 と1 . 1 ' ( 於いて大領主の強大主主

催カと厳重主主規則とによって、之を蓮J t J する様f'Cli つ? と。以前のやう友我佳勝手友 小豪族

の築圏 を許さや、主将の方針に従って臣下は数名の重臣 陀分腐1. . . . . . その重臣を 尋説と い 仏

ヨ リヨ ヨリｾ

臣下 を寄子又は輿力と呼んで、居つ?と。寄親は戦時には部下の寄子を率ゐ て出征するのでる
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るが、卒時K は訴訟 ・進退其の他の とと に就いて寄子の世話人と なるのである。もとより

ヨリ 宥ヤ ヨリコ

との寄親 ・寄子の協! 係 l亡は、まだ家族的要素が少からす= 残って居るけれども、以前の軍隊

ｴｃ 比較すれば、謡かに統 一 的でＺ Ｎｾぅ ｕ 、 叉 大規 投ー なも のに 主主ったのである。寄親の名揺はそ

の後更に 蟹 じ て組 頭 となり 、 寄 子はＺＸ ｩｾ 力と呼ばれる や うになった ｄ との制度は寄貌・寄子

の制度と似て居 るけれども 、家族的傾向は失はれて、総て規律に よって 支配 される傾向が

著しくなって居る のつまり 軍隊が大規模となった以上は、とれを自由に運用するには以前

の如を情誼によって動かすととが困難である潟、諮問珪粛な軍法と か係例とかいふものを

生じ ?と弐第である 。との頃の戦争には抜駆けの功名を禁ヂるととが よ〈見 えるが、とれによ

っても 奮来の不規律我仏? な軍|後を規律を以て整へょう とした苦心が認められる のである。

除伍 l亡よって組織さ れ、規律によって束縛 された近i : ! J :的軍隊で・なければ、とても秀吉のや

うな大規模な戦午工は問来なかったでる らう。赴 も凡てに規模が大 き くたった時代の要求の

結 果 と 見 て 発支へない。 此 等の ｉＡ ｪ ｬｊ ｦｴｴ と主 従 抑念の袋、 化 とｾ， ｉｉ 行 制 度 及び 、 浪人 記 抱と は 叉ｧ｟ ｬ て

符按士主的!聯 を有ってた; るのでdうる0

;j ，くに築城 と最も 符接友関係 を有する兵持について みると遠戦用攻般兵絡には前代と同じ

く弓矢 ・餓胞が JIJ ひら れたが、就 中鎖砲は著 しく普及 し?とd タHc 中うたに勢力を占めた級同

氏は最も 之 を採用し、和泉 ・近江等にその製造を 見た。其他諸大名 も競クてとれど手に入

れるととに苦心し 、銃除 をMI 織 し、 弓除と共 lて軍の先鋒に活動せしめた。又此の期末には

島大胞が若干mひられた。民長 ・元和の大坂役の如き、 寛永十三年の島原役の虫nき即ちそれ

である。

近戦用 として長柄の槍が流行し 、騎馬武者も勿論之を振ったが. それ よりも、 歩卒に之

を持たせた校集部隊の除伍的f f ; 動に多く} 円ひられ る様K なった。 との雨者は ijt 除組織の鑓

化 と相互に筏接た関係をもってゐる。

戦略や戦法も 軍隊組織の鎚化並に武器の鑓革tと伴って鑓化した。此等の聞に は勿論相互

的f ' LW，' 接主主関係がるる。 奮来は 多 く一園ー郡の主が互に自 己の部下を率 ゐて戦争 をしたの

でるって 、総て小規模で・あったから 、戦争が簡単でるった。 叉準備 も不完全 でるったか ら、

長期の戦争に耐へるととが出来なかったし、数箇閤 ・十数l笥閤K 亙って大軍隊を動かすと

いふゃう友ととも甚7で問調tで・るった。然るに桃山時代の戦争殊に秀吉や家康の戟争を見る

と、 非常に大規棋で、その戦争は狭い戦地の一局部K 限られたも のでたく、 既 く敷箇固に

亙って居る 。殊に注意すべ きは粗食の準備に多大の苦心を掛ったととで 、との一事を見て

も戦字が永久的性質を帯びて来?とととが明かであらう c 戦争の永久化が城郭の利用. 蛮途

上に密接友関係があるのは勿論である 。

戦術にも著しい鐙革が起った。いふまでもなく 銭胞の流行 したととが、その一因である口

銭胞の採用されたため戦闘が閤躍的となったととは能 く人の知る所である。 奮来の{同人的

'戦術は全くとの震に表へて. 一令の下 に多 人数が進退駈引する 様に なった。彼の長篠役に
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於いて甲州の精鋭な武士が純悶氏の銃除のために射すくめられてしまった事賞は、勇気を

傘 ぶ{日1人的戦術が、 規律を主 とする 岡韓的戦術lと破られたものと見て 宜しい。 しか し桃山

時代の戦術は蹴胞ばかりを主としたもので友〈 、やはり検もあれば刀もあり 、時には弓さ

へ も用ひられて居る。従って戦術が岡韓的K たったととは 、車に鍛胞が使用された必然の

結果 で はたふ。同より ｾｾ 包の流行が園開的戦術の護 主主 を助けたととは著しいに相遣ない がＮ

鍛砲が主主くとも首時一般の趨勢は国韓的戟術に傾いてゐたのである 。若 し西洋人に接蝿す

るととがたく 、従って鍛砲のととは全く知らなかったとしても 、檎共他の奮式武者器のみで

も戦術は行はれたに相遣ない口要するにとれもやはり戟園末期の時勢lモ遡際して起ったー

現象K すぎ主主いのである 。

野戦 lて於いては先づ蚊町を隔て L 銃隊の交戟に始り、 次いで梢 k 接近 して 弓隙の戦とな

り、 更に接近 し時機を 見計って、 長ttT除の突進 l亡移 札 その白兵戦とたるや . 騎馬除が出

で L 決戦を試みる にるったのでるる。

築城が進歩するに従って攻城法に も次第K 新しい工夫が加lへら れ . 殊に戦争が大規模に

たるに つれて 、仕寄 ・7k攻等も屡々用び られる様 l亡友った。

攻悶軍は此等の方法l亡よって積極的K 破壊すると共に 、消極的 K 域兵の肱出 . 内外の連

絡を絶ち 、兵器 ・椅食の猷乏を来さしめ、且敵の士気を t且喪せしめて 、戟闘力を減少せし

め若 くは降参せしめようとしたのである 。

在告には種々の方法があるが 、その最 も簡単友ものは棚 ・僚網 ・鹿柴の類を以て敵の逆

襲 IJ5t出を抑へるものである。もう少 し規模が大き くなれば暫濠を姻つて とれに加へ 、殊に

鍛砲の張主主 した時代になると 、楯 ・竹束等の補助を以て 、電形I ' L聖援 を掘って敵岐に近付

き、堀際若くは期を埋めてそとに築山を設け 、域 内を射製したのである 。 との際域盤上か

らの射鰹をさけるため、廊下様のものを造れとれに よって土石を運び掘を埋め 、更 に接

近しては 、地下道を堀って敵の櫓や門を崩すのである。

7k攻は低ifl. 草地にある卒域を攻める場合K 用ひられた。とれは敵;域の周闇に土盈を め ぐら

し、 附近の川 を堰止め 、7kをその中に注ぐものである。秀吉は最もとれを得意と し天正十

年毛利氏と酎戟の際備中高松 城 ｴ 亡 、 天正 十年織閏信雄と ｾｴ 戦の際美濃竹鼻域に 、 天正十 三

年雑賀ー授討の際紀伊太悶岐に、天正十八年北僚氏征伐の際武蔵怒減に射 して行った。

との7k攻の方法は戦が徐程大規模且持久的で・なければ出来主主いととで、よく 秀吉の性質

を現してゐる。味方を損ぜぬ様、孫子の所謂戟は宇、して勝つ方法として最も巧妙な攻域法

といふべきでb る。

との時期を中心 として全園の重要な城郭が相衣いで・築かれ 、その結果技術は急激た進歩

を途げた。

信長及び その闘係の域郭の主たるもの は清洲 ・IJ、牧山 ・岐阜 ・安土等があ り、 秀吉友び

その閥係の械事[1としては 、大阪 ・伏見 ・来業等がその代表的のものであり 、徳川氏の城郭

¥1111 5 0  



衆 参 持 第 の 凶

としては江戸・ 駿府 ・名古屋等がある 。叉との時代には 諸閣に新興の大諸侯が封ぜられ、

各々その居城を築いたから此等にも亦者二 しいも のがるったのであ るD

毛利氏の，噴嶋城 、嶋津氏の鹿児島城 、前 III 氏の金津城 ・高岡;城、カ11藤氏の熊本J攻、佐竹

氏の水戸城 、上杉氏の合滞若松J攻、伊達氏の仙台J攻、小平川氏の三原J成 ・名嶋J攻、字喜多氏

の岡 山城 . 鍋島氏の佐賀城 、市生氏の宇都宮城 . 浅野氏の叩府城、蜂須賀氏の 徳島城、生

駒氏の高股域、長曾我部氏のiili 戸j攻、IJ 、西氏の宇土岐 . 毛利氏の久留米城 、宮部氏の鳥取

妓等はその主主主るも のでるる 。

此等は何れも首時K 於ける大諸 i突の居城と して新 しい時代 K 油する様に経営せられた も

のである o 共他稿、後れては、彦根 ・州路 ・名古屋 ・津・高田・白河等も新築或は増修さ れ

た。即ち城郭 として後i 1 t 名産うるものは大抵との期の築迭にか L るものである。

:9<1'L其等の中代表的なものについて 若干述ぺて み よう 。先づ近世覇者の先駆を なした織

田氏について述べると、勃興首時の信長の目棋は京者fl l ' L 入り、中央を占撮して覇を天下に

唱へる K あったから、清洲から出張 して次第に京者fl l ' L近い方へその本擦を移 したのであっ

?と。

その最後の擦域は近江の安土;城であ り、そ の前の撮城は美濃の岐阜城であった。との雨

者の共通的特色は高い調立の 山I' L撮り 、中腹及び山麓K 邸宅を配置し、同周を 1J{fa敢L 得る

一大綜合的城郭であったととである。
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栄話題 ｾ ｽ Jri '  J!，l  

岐阜j放は前K 美濃の豪族であ った苦手藤氏の居た所であるが 、安土城は新K 築城したもの

である 。信長の永 秘十二年 の入京が近世史の ｴｦｾ ー 頁であるとしたならば Ｎそ の安土築城は

近世城郭史の第一頁 さいふととが出来ると思ふ。との城は回より天下の中心 として全聞に

競令 しようとした彼の事業の窮極の擦制で・はな く、 むしろ全閣一統過程上の一足溜りにす

ぎなかったものであ る。 即ち一方では京都を押へるとともに一方浪尾 ・伊勢 ・東海 ・北園

地方経略鎮撫の擁鈷で・あり 、更に中園へ進出する出張鈷としたものである。

信長は事業の中途で鋒れたが、その事業はやがて秀吉によって継承大成さ れた女n<  . -近

世の城郭に 於ける 安土域の位置も 全くそれに等しいものでるる。就中建築の上でとれをみ

るならば、il -t大華麗なる天守閣の起されたととは全 く剖期的な もので、あった。叉 その内外

に諸園の大豪族の邸宅を集め 、新に城下町を経営し? と主nき、 その地が琵琶湖に接 して、水

運上の要地であった如き 、近世的諸大城郭の典型的先駆を注すとみてよいものである D

安土域は今 も滋賀鯨蒲生郡安土村に その上止が残 ってゐるが、 山頂の高さ海抜 199 米の 山

頂以下山腹を利用 した もので 、地形 I' I 勿論、石垣の大部分も明かにとれを認めるととが向

来るのである。築城は天正四年正月 K 起り、四月にはその勢力範固たる三河 ・尾張・美浪 ・

伊勢 ・越前 ・若狭其他畿内諸園から 工事を助け しめ、 叉京都 ・奈良 ・堺等から各種の工匠

を招き 寄せた。かくて比較的短時 日の聞に天守ま でも 完成したのである o との天守は後l乞

秀吉が大阪城K 建てたもの L 手本ともたったもので 、話時と しては前古未曾有のi I I : 大華- 盟

なものであった様である 。惜 しい哉僅か五六年の後天正十年明智光秀の費11こ際 し. 建設者
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信長主運命を共に してしまったが、幸に

も天正六年頃の有機が『信長記』 の「安

土山 御天主之弐第」友どに よって体へら

れて ゐるコ との記事 l亡よって、現存す る

名古屋城或は主!日路域ーの天守 と比較しつ L

富士也を想像するならば . その悌をしのぶ

ととが W，米る。
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安 土山御i天主の次 第

れ ｩ ＨＧ らの ｉＢＺ ｊ さ十二 ｮ ｜ｪ ｭｾ な り 。石 〈 。 ら の ｼ 付を

一語、二|‘ 厳に御 }iJ 、是 上 り七重 な り。 二 重

め。石( ' らの し ｊｴｾＧ さ Ｚ Ｑ ヒ市へニ ー Ｑ Ｍ !i:] 、ug]l L

へ 卜七1m、市さ十六 I::Jo ま' 1' 干rtt 数二百1' ' 1

本 "J i:o 木村; 長さ八 11:] ，ふとさ - k!.-J i.寸、六

寸 、 ＱＷ ＧＱ方木。御ＢＧ ｾＡ 政之内 、 ＱＤ布をおＺせ ［ ｾｬ Ｚｾ i奈

也。凶十 二段目設、;¥ii給 l亡梅の御紛を 1守防 永

徳 l亡被仰 H かかせ られ依 3 何れも 、下 よ り

上迄 、 御 ド ｲｾ 敷の 内、 御給 ｦｦｲ 悉金也。同 Ｑｭ 之

内、御 寺院干1・。是には法令目立: 鐙 之fE- 色かふ

せられ候。 ;J:t.前に . f' . f んさんをおかせられ 、

楽 祭 披 僧 ( )f( 胤の 一郎〉

次回でう 致 、御棚に泌の御給をか かせ られ

供。又十二盈敷を か L せられ 、J刊誌の 聞と司 It品。又J t ;・*- 八d主主主、奥凶でう敷に銚子子を愛する 所あ

り。 雨叉十二盤布 、! 光之{ 需者逮 をか L せ られ又八でう数有o Jf:[ 十 二盛数 、次 三でう布、共次八でう

Ｑ 及 、 御 ｉｊ 丹羽宇 ｉ ｦｉ所也。叉 ｊ Ｑ［ ＪＭ八 主 ｾ ＱｊＱ史 、 是 叉御膳排 ｩｬｬ ｊｦｲ也 。 六で う敷御前 戸。又六必敷 、 何 れ も御給所

令也。北 の方御| ー滋干f 。共 次御 ド川仰Jヤ?

で j !E数I 、同十二盤} 段、御待j 戸の数七つあり o 此下 I亡命灯燈 をお かせられ たり。三 ill め。十二盈!段、

花鳥の 御給 有。 J!I J :/t ，C"の 聞と 111.t!1
0

Ｕｊ ｉ Ｉ に一段四 処 理 ｉ 御 住 の間有。同ＺＯｩＺＮｉＮるの御給有。次南八ｾｾＡ敬 、 賢

人の1mに、ひ ょうたん よ り駒の出たる所有。J l U{草喬の lIiJ八 盤! 敬、十二でうJ ) 1'土、絢l門 の上 、次 八で う

敷 、 ｛￨ ｬ ｾ 司 賓と ｲ ｾＱ fUI 入 、並ぶゑつの悶l布 。 北二十 必敷 、駒の 牧の御紛有。次十二でう敷、 西王-m: の御

給有。凶 御給、はな し。 j!P線 二段成総也。二十 四でう放の御物泣 の御前 戸有。 仁Ii' こ八でう敷の御座敷

布之。 柱数 百 四十六本立也。四 :<1l め。 四十二l I i J κ 、岩に色 々木 を被遊 。員. l J岩 の1mと司 l 也。次西八畳

敷 にi'JIi I足之『践有。 前十二 1m色々かふせられ竹のl I iJ とI j l 。 次十二挫問に松計を色 々被遜、則松 の悶

と申。東八畳敷 、:11: に! 弘息か L せらる。 ヨ欠八控敷 、 きょゅうI j : . をあら へば 、 そ うほ牛 主主在而錫所、

雨入の :.i:lた る故郷の的。次御小! 坐布七担 政. でい計 にて御絡はな し。北十 二控敷 、是にも御給 はな

し。次十 二盈敷 、比 内百二問の所にてまり の木被 ill 。ヨ先立は主主敷庭子の景品 U!I J御 駕の問 と巾也。柱数

九十三本立。五 lTf め。御給 はな し。南北 の破風口 l亡四控宇の御座敷雨方に有。二患の段 と申也。六

霊め。へ角四間有。タト柱は 朱也。内柱は皆1t . 也。 稗 f"j -1- 大 磯 子得。尺1 : ; r 成道御設法之次第。御紘輸

にはi汲鬼共鬼共か L せ られ 、御級輸のはた板には 、 しゃちほこひ れうをか λ せ られ 、南側ぎぼ しぼ

り拘有。」ニ七 I[，め。 三 間四方。御座敷の 内皆会也。そとがは是又金也。四方 の 内柱には上官fl 下部。

天井には天人御影 向之J f r 。 御 座放の内には 三皐五育 、孔門十 哲、R' fj 山問 的し 七1t e. lf; をか L せられ 、

ひうち 、ほうちゃく数十二つかせられ 、狭 門戸倣也。数プ，-! - f l f i <有。皆泉 i漆也。御座敷内外柱総 て漆

yこて布を若せさせられ其 上皆黒漆也0.1ニ- : i l l のかなく・は 、後藤Lf ' - 四良11仕 候。 京 間合衆手を蓋し申也。
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然 倒 阿 = 風 給 岡

二 重めよ P京

の た い 阿掬 か

な〈・也。御大

工問調l又 宿 衛

門、漆師首朔1

Ｑ 潟 、 ｲ ｾ ｈￎ 岩屋の

御 大工宮西遊

左衛門 、][， 1若

人 の ー淑 に 被

仰 付奈良衆 俊

巾也。御普; 百1j

森 三郎左 衛門

ヨたに信長の

覇業をついだ

桃山時代の中

心人物? とる盟

臣秀吉の築竣

を概観するに

彼はとの方面

K 於いても近

世の開拓者乃

至建設者と い

ふととが出来

る。彼は全日

本の中央に位

し、官時の武

将中の傑物織

田信長K 附風 して、各地の攻;城 ・守城に従事 し、築城κ 閥しては盟宮な経験を有 して居っ

た に相違主主いが 、殊に好んで・城郭をと利用したのである。彼は性晶落澗主主な一面 、非常に周

到主主注立を以て充分準備をした上事 を行ひ、そ の事業l亡恒久性 を有 して 居った。それ故彼

の戟争には持久戦の性質を有するものが 多いのである。 とれがその大を なさしめた一因で

あるが 、との性質に伴って前述の女n< 築城が非常に利用されたので、あった。

彼の特色ある築J攻利用を概括すれば 、

1. 市府の築J).主 2， 邸宅の築城

の両者である 。官官者は大l仮披 ・伏見城乃至京都の仰土居であり 、後者は楽祭: 妓である、

.V U I  '5轟



叫にのぺ?と如l く、桃 山時代は寓事革新の時代で 、従米主と して軍事的性質 を有 し?と域主11

が . 政治的 ・絞't1守的性質 を多分tて有するに 歪り 、消伎の属邸とも 主主 り、商官繁昌の市 lJ'. f と

もえEったのでるる。 而 してとの時代を統率 した ものは秀吉である か ら、秀吉の 属すj苛は大

抵諸伎の範 となったので・あった。

大 Ａ 日正 ｊ ＷＦＺは 前に本 則寺の持った川て・ 、 天 王 八 ｉ， ｉ ＧＭ ｋＺｪＧｾ 田 Ｑ ｾ ［Ｍ 長との ＱｾＱ ｩ 下後そ の ｊ 攻手 ＱＱ を ｉ リ ｪ け ｪ 役した

が . 秀吉が織川氏の努力を機承するに Yえんでて大 IJiI.械な J成主1¥を建設したの℃・ある。との j戒は

淀川下流の低潟地 へ央1+'，した台地のニIt iI捕を 利川したもので 、との7Kを妥者として市と liqへ

手1¥' :;11を配置した ものである。市 して城主11の最高) i 1r fL Ｉｾ午ｼ矧を建て 、 内外を余約で装飾した。

史lととのJ成でtiて意すぺき黙は. Ｍ ､ ｩＱ可 を ｉｾｩ｟ む相官 ｦ［ 既い問享 ＱＱ を有してゐたと と である。その 問

廻約 三貝でるって 、首時とれ!と匹敵するものは 、秀吉とノ〈下分け凶の合i此をやった北保氏

の桐模小間原域のみであった。大阪城築城以後、諸問の大名が特とれにならって J攻下-di伺

を包む純却を設けるものが非常に多くなったのである o との矧 l亡於いて も死吉の大阪築城

はJ放::;11史上山意すべきものである。 市仰を保設するに JJ&: 享11を以てし 、J攻郭 と甘 i I向とを一致

せしめようとしたととは秀吉のM郭 k 釘する永久的設備を) T ( 硯した黙と閥聯して著しい特

徴 といふぺきであらう。との事貰は1 I i f L 文体三年ーに築かれた山 j波の伏見械に於てもみると

とが出来る口

次 Ir: f主立すぺ きは京都の「御土居」である。とれは秀吉が 、天王十九年に;11;時ーの京都の

リi何の外縁K 危う て設けた盛後である。とれは幕末までFfIど完全に保イfーされてゐたが、明

治以 後 漸 次 Ｈ ｾ以来されて 、 今は僅かに 上 賀茂から胞ケ 峰 に至る 問、北町 耐 ｦ ｬ ｬ 枇境 内 、 大将軍 か

ら下 、東弓Fのi泊三五るまでの問 l亡底 k 断続して残ってゐるにすぎ泣いふ延長六f f ! _I'L近いも

のである。 と れ 亦 ､ｩ ｬ 白の築ｊｊＺ主設備を し たもので 、 己 売 ＭＱ Ｑ ｦ の築 ｊｊ ＦＺｊ ｾ ｾ 桃 山 時 代 の築 ｊＩ 止を考へる

」二K 主要な立義を有す る ものである。

来栄第は築J放設備を有 した秀吉の邸宅て・ 、ーに来然JJ&: とも陥せ られたものである。桐首

長い期11¥1の戦闘H守代 を経て、 不安た世態があ11し、たので . 有力有 は常lと武装をゆるがせにす

るととが 11'，?! E十、主11宅 をも城郭化 したければなら友 かった それ と同時lて秀吉の好んだ 、

而して時代の生んだ長引ヨE盟友建築美術工裂が . との j波卒11式邸宅κ も令惜してあらはれた。

即ち桃山時代にあっては . 大き 1t. 大名の 1-fJ 現 、叉時代の風淑 l亡よって 、従来はむしろ戦時

の素 朴簡 紫友 ｉｾＺＺ［ｬｦｲ 建築物であっ た ｊ 攻享 Ｑ｜ 建築が 、 永久 化し、 冶ｽ投 化 し 、 非常に美術的 な もの

となったので・あって 、それが桃山時代 のJ成主1¥の- ー特徴といふべきであらうコ楽祭城 ・伏 見

j攻の 如きはその肢 も代表的たも ので、あったので、あ る。

以上述べたNj -l'I Ｍ 本 邦武 家時 代 の城郭を大成せ し める に 至った ｾ ｉ Ｍ ｉ i吐か ら近世へかけ てと

のJ成手11とUJ: 接間接関係のあった方商の襲革 、並にそ の代表的 危築Jh!i: の'1'[:質を蹴概 したもの

である。城郭の柿類と建築各部の構造等については、とれを他の機ヂ? に誕るととと する。
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大呆屋菓子舗

( 大阪丙 l高南郷 江一帯 町〉

建 築 の 時 代 は 大 して古いも

のでない と思 はれ るが昔の

大阪の小貿信 の! 苫檎へ ‘ 器

物・調度の 一 々に到るまで

1行態を存してゐる県 11で甚だ

珍らし ν、も のでありま す。

惜し v 事には早晩祁言| の ill

路城張の犠牲になる運命に

あ ります。 ( 本間乙彦氏談〉

門 長 屋

間口 8 r:司 76、奥行 2 問21、

元 奥 力 門 長 屋 を 保 存 の 意 味

に於て主主に議官字問倶楽部庇ー

附内に存置してあ ったも の

を大 J E 14 年 1月修絡を施し

た。今は剣道柔道の道場と

して使ってゐる尾根来; の役

ものは何れも: 偽の定紋で族

主主尾敷の遺物らしい。( 中

村 角 之 助 氏 記〉

大黒犀菓子舗 ・門長犀



国 際 新 建 築 集
二5

2  

3  

4  

1- 4  {I勢蘭 西 サン・タアンタン・野天畢校
託生 日l ジ ア メ y ・デ ゴ レ 一 氏

5  {I務調酉 巴里・オモンド衝撃生館
泣 言| ポ ーノL ・ツ ー ル ノ Y 氏



26 
閤 際 新 建 築 集

1  

2  

••• ..1 

J I ・

4  

5  

前

m

1- 3  アシカ弓・土耳古参謀本部 1

4 - 5  アンカラ・土耳古陸軍省 }  

設計 ク レ ー メ Y ス・ホノι y γ イスタ ー氏〈換〉



6  

1- 3 米国 経育不具者協曾

4- i 米 園 大 戦 記 念 碑

図 際 新 建 築 m 27  

2  

3  

5  

設 計 7 オ ー ん じ ー + グルミ y 十 ウチ ー カ ー諸 氏

設 計 バ ウ ノι . ク レ Y ト 氏
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一 一ｾ r 会 j

号事最上製ゴム床nはl 1 ' e に数多の官・街 、

合最上、汽高昔並 に詩語〈証t κ 敷込まれ 、

快 適なる Jι の感じは御{史川家名f立の

御満足御: E t 裁 を待つ L あ ります。

御必要に舷じ 何時 にても最t 貝 を汲 し

詳 細 に亙 り御 要求 事項 を御説明 r! 1上

げま す。

タ. ン 0 ・Y ブ 護 議 床 敷



2  

6  

7  

1- 3  ロス・アシゼロス・ 才リンピック競技海

4- 5  アルクマー J I-・運動公園の競技海

6- 7  アムステルターム・才リシ ピック競技海

関 際 新 建 築 集 29  

放言1- ，、ーキ y ;l ｙ ＮｬＮｾ＠

設 計 ヤ ン ・ウ イ ル ス 氏

設計 ヤ y ・少イノι ス 1"¥;



こ の 技 術 と 特 長

ｅ 主 同のｲＮｾ日Ａ と 施 工 は最 も が 『 らしき に 匙 附与 を 態 Ｉｊ ｊ して古

色 ＪＧＡｕ ぬと餌究を凝らし た 、 休日ｾ，苅 ｬ 十年 のお ｾ ｾｦ ｾ と 施工 ｉ 工 、 搾 済

的に Ｑ 引 ｉｊ 作 ｊ に Ｎｵ ｾに 皆 さんの戸夕 刊 本謎 ｆｦｲ としての 御 要求は完

全に兵制/ J して府ま す。

ｊ ｊ ｴｩｪ 附樹木 の 大 ｬｾｊＺＢ 与 を有って 作紛 木 を多く裁

判日;てmますか百五援部州 事専? 乙誠元ミが最

も' /: : (  ｬｾ ぃ品が ｩ 史へます従 って 縫州 ￏＺＧｬ 川が 砂 く

て完備し た1i :i 反な比: 刈を品! よる事が IU: * るの で す

とのこすI子 揃った 1勾持の持 i術

と特 長、 この魅力 こそ は ・

問i然 他 の 必4えを許しま せ ん。

「造園案内贈呈す」
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談 室話

梁 上 の 君 子

玉 置 盤 攻 郎

ｾ の 隙ｾ， 太丘の長に除せらる。イ主総あ り、 主主

に 入 り 、 梁 上 に 上 る。 定 ひ そ か に見て 、子 孫 を 呼

び起し 、 之を誠め て 日 し そ れ 人 の不善 は 本 性 に

あらず、習に よ るも のなり 、 此 の梁仁の君主子是な

りと。

晩毛並の候であ る。と て も眠 むい 。 床 に入 ワ て ウ

ツウツとしたかしない "1" に裏門にけ た L まし いペ

ルの 普がした。今日i 人の訪ねて来る時r : l J でも ない

何か梨獲が あ っ た に 迩 ひ ない と後 せ ら れ た。

平ｾＥｲく し て女中 が務官が来ら れ た と 云っ て う ｫ

h。 裂 の 長 屋 の - l lQ' へ泥降が 入っ た。 ζ の家の民主

へ逃げたにおひない から 庭を f史家 して央れ と云」、

ととである。

人事でな ｶ 。務 ｾの協ーを からげ て筏 の ｦ 容を撮 り

しめ、懐中1 1 : t 燈を持って 庭 へ 出 て 見た。 木立 の3絞

る中 l二懐中 危 燈 位で は中々見透 せ ない。 日頃 自 慢

の庭 石 が 人 の 形 1'(. 見えたりして気持ちのよいもの

で はなν、。 が どうもい ない ら しい。

その中哀の長屋で 人重症がし た。 切 り 戸 を聞け て

司見い て 見ると提燈を吊げた人が五六入居る。「どう

しました j と掛諜かけて そ ζ へ 行 く。 矢 民 「 あ な

たの庭へ逃げたらしい」 と云」、。 段 々話を聞いて

見 る と 泥 係の正也を見た人はない らし い o 1l j J ;近来

よくとの界限に泥棒が入る 。 そし て この長巌にも

時 節 柄 空2誌が あっ て 、 近 所か ら物 騒 が られ て 居 た

折柄である。たま たまその晩長 経 の - 11汗で天 井 哀

を 「ジンドシ Y と人のt ! H 百 が し た 。 と て も 臥 や

狐 の 足音と; 怠」、。 人にしても除限大! J j に注 び な い

天井裂をあち ζ ち歩 き廻っ た と云」、の だ。

それと前後 して大 阪 の大新聞に見出し 三段 抜 き

の殺 傷 事 件 が起 っ た。ある 秀〈へ強盗 が 入 った。 そ

してそ ζ の家人を 殺傷した 。直ち に替 官 の 大 活 動

とな っ た。翼民内を限な〈捜索 す ると 便所 の壁に 血

痕 が 附 着 し て 居 る 。 直 〈・ さま似所のx 井哀を覗〈

と果せるかな犯人が持層して腐る。 二 人 の 後 官 は

天井裏へ総り上った。犯人 l土q.1々緋につかない。

そこで三 人大絡闘の末と らまへ た と云 」、 ので あ る

乙の 二 つの話は至極あ りふれて居る。事件と し

ては 令 ( ...ー ケ ットブオ ーム 物 である。然 し乍ら

よく考へた ら脂 喚 問 だ 。 先の裂の長屋へ泥棒の入

っ た時、大!J ' l が天 井哀をドンド Y 歩 き 廻 っ た と 云

」、ことを聞くな りとれなら 安心 、 そ こで[ 被告: が

な くて 何より結構でした」と見舞を 云 って直 n 寄

って 高枕で終た。

一 程金値 日本 の貸家 ｭ 築物 のノ ｟［｟ｾｴ 板 の 構造 が三

人の 絡 闘に耐え ＱｾＧ ら れるかどうかは建築家だった

ら皆知って居るに迩びない。

手停職 Iくノ; 井 裂 の掃除をき した ら、 k ll-"Ii反を 放

ったと見えて 、主F何百回! とかのも のを踏み' I " ぶっ

て大駁 !lij) を: 起し たと とを聞 いて居る。

梁上の 君子 ;1談める が、 λ 井 裂 の'N子 は 絞 め ぬ

1世間 12 案 外 イ プ チ キだ。

小住宅の設計について

松 室 重 光

本 誌 六 月号Jt所 Ji 比の 小 住 宅設 計 概要書 11其 1>11案は

専門家に示きる L のが; ; j >: : 窓でないと存 じますが 、

若し之を成〈公衆に知1 らしめ際とせらる L ならば

其 溢 の 考へ が表現せられ てあっ て欲しいと 恩 びま

す。 Jl fl ち民衆に封する住宅の1 i ! i : nJ j なり| 刈案として

' l t 際的参考の債値あらしむる銭に は もっ と懇 切 鄭

寧 に 委 曲 をつくされて正 しき建築作識の 一部地: 符

られる もまに 記 述せ ら れ た かっ たのです。

近 頃専 門 的でな い雑誌等i ' こ盆 々多〈 表現せらる

L 住宅の記事内容などによじ して、専門 的なる 本 誌

の比内容は決し て充貸し 7二ものと 1::: [11 されぬのを

芯憾とい た しま す。

で 、此 の概 要 舎 を{J: 係書 で なν、、早 な る 設 計 の

説 明的記述 と見てゆ〈と 、第ーに此頃1 ' 1 : 際的な 問

題 。と して大分 やかましくなっ て来て居る米突法 と

波 交渉である 12i に鉱がつきます。

悉 くの大さ ;よ 皆本多li lilll 有 の尺! 立で表 示せ ら れ て

を ります。思」 、に之は ＺＡｹＺ ｾ理法の 場 合なら ば只 ｙＡＧￜ こ

換算をすればよいと 言」、{立に 、極めて4盗〈取扱は

れてゐるのでせうが私 は不満を表します。

此 米ラ理法の使 JFJ に闘しましては 、懸賞! 同案の批

9'l 11J " に 言及して泣きましたから 此迭 には j J} 設 い た

VI I I  5 7  
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しま せ ぬ が 、検 符 は 挙党換算で 、 それ以L - . I'叶 t

もな〈 、従 っ て 米う理法の長I f r は少しも畿探せ られ

ていないと言」、ととだけを附言 して をきます。

就 中 重 要 な る 枝 川 の 寸 法令e の記入を欠いて ゐる

型 ｉｾ は必要に態じ て 泡訴の数字を ｩＦ［ めさへ すればよ

いと 言」、様にも取れ ますが 、此数字 を記入し て 見

る と墓 所廻 P などに議す べき里占が段 々と多 ( '1 じ

て来ますから 、之 は必ず数字記入の上徹底的 な 調

査 をなした る上金〈 遺 憾のな ν 総聞とな すべき で

あった と思 ひます。

Jl ll ちz p. 而闘で )2 る と主tl l¥Jは6尺 1問 を基準として

計 算 せ ら れ て 居 りますから関東方面ならば ν ざ知

ら ず、 関 ｩｬｬｩ 地方で こんな狭 Ｚ ｲＧｾＺしい家を 建 てる人は

な い。 之 はn際世! i ¥J との交渉現i伏や停 統 主 忘 れ た

案であって、 言」、 ｪ 主もなく似 ｦｦｬ 廻りなど最も 事ｾ Ｇ￟Ｚ

しいので何の改 ｙ イ に もなってゐない。肢にＭ［ｬＮ ｾｊ の

敷 地 内 に別立して 一 車|の米を泣るもの と して 、的

む1識 階 級 の A に するぶな らと んなl R1. ! I eひ;むを受け

るもの とすれ ば 之 11，1'- のものはどんなであらう。

恐ら 〈惨とし て 見る にi/&えな いも のがぢへられる

のでは なからうか。

Ji!i の伐さも必要に相泌ないが ;本多IS瓜 住 宅 の 長j珂

として のHMt 側 〈第一案) ずら満足でな いのは 如 何

したもの でせうか。

「プラ YJ の 是 非 は 後 に も申す泊 りで す か ら多く

は言 ひませ ぬが 此伎の建物ではまだま だ形 式 仁 の

問題 よ りは1' t J円じの効果 が重要* 見せらるべ きは勿

論 であ りますか ら 、 先づ ｊ ， ｾ￬ 悼の寸法 から して考へ

直す べき で はありませんか。附して 其蕗で 1'( 際必

姿 の 以皮を最も豆町i に考慮 して 見た らよ いでしゃ

.!， L  8: 1  

っと ' 1与、」、。

Ｍ ｾｾこに 建築，ｦ［ｪ・ Ｑ 斗 を ｉｾｦｩ る 筒翠 に 間 以し て 取 扱は れ

てゐます が 、 三 こはＱＧｬ際 の 使用を 考、 ると μｉｾ :史主主fJむ

l'引とtifihi のillH撃にJ 1 ! ! 方的にも白山性あらしめた い

と考へます。f 9Uへば J 誌に摘と ありますが 東北 地

方 では檎は無い。「ひば j です。之は 位漁腐蝕 に芯l

して公 ?Pr なる材料で あ れ ばよい筈 で あ る か ら、特

に法 規で 限定せらる L 地方を除く の外は} J i f ( 狭義

な記載方はせぬ方がよし、様であ りま す。

同じ意Ａｊ，ｪととも う一つ Ｇｬ ｉｾ 皮ケ 商か ら見ての米 桝材

の使用は 如 何 なるものでし 苧 うか。一体に米国材

は本多iS産 材 に比 して狐皮 か ら見て とれよの 長所 が

あ りま せ う か 。 考 へ る と 米 彬 材 の 如き 今 日の我 邦

の経済事情から見 て も決し て、有 利 に 合 判 的 なul !

I日の l勾火 るも の とは思 はれ ませ ん。

A に木材 につきて 床 位、 床紅 、i答掛なども記載

せられて居ますが、赴 士宇の 構 品主仁の ill 嬰性なき 部

分 ;1) 材料は第二義のものとしてまE蕗 には掲げずと

も ｾ ｪＺ しいの で はありません か。

それよりも進に 重 大 事 i 土材料 の寸 法 と し て 市 場

玖l {t:の稀 呼が共 催 )I J ひられてゐる里山 であります。

之は今日 の業界ではねにならぬ 程浪商Uik態に l呈 し

てゐる Ij} を知 るべ きであ りま す。 板一枚に ついて

も内地材と北海材と 紅 松 と米杉とに区分せられ同

じ稿呼 の F に其寸法 が 泌五、。同じ 4 分 板 に2 .i } 3Jil(

よ り Ｒ 冷 迄の差が あり ｬ 寸板が Ｘ 分から Ｖ 分 Ｖ 屈 ｪＧｾ 三 、

83〉板市 6分から 4分8)' ! i 迄給6分 板 i:::3分3座から 3分

JLの l以さに 不 同が あ りますから務呼共催の取扱い

I  ｴ 乱［ｬ［ｾであリます。

ｼにあげた数 Ｇｴ ， よ 木材 ｅ 五ｾ取引 ＱＺ 〔施事項 として

λl i !i 、次長t 、兵 1"( 、滋 旬 、公氏 、和歌山 . 三7官、

徳 川 の近畿' 1 ' 心地併 の業者! i ¥J に於て本年 四月 一 日

よ りw施するとのI j l 令 せ による ものであリま F が

事 '!'t は之よりも 一層尚南L ! I主態 ，こめ るので あ り ま し

て 製材 業 者 は使川 者の注 文に よりて 悦主Lな l与さと

なし 、而 し てJt 手i i } 呼は俊へない のであります。

です から協舎の純例と して制定し干う と言」、住

宅 の数字宇説明 に漠然と 比 稀 il T をf目」、る のは甚 だ

危 険 である とぷ」、$が内lれませう。

第四 に i二精根本的な fllJ J mとな りま すが 、此{上主

も久我主主: の希 望 す る 所 の一 般 民衆 (1") の も乃でなく

て小「 ブノι 」 併殺虫に川ひら る L もの L 様に考へら

るｾ !!l l¥であり ます。

! 凶案では見られませんが洋 1mのノ、J t - ぷ々 の 言A!;:

もありますが 、可;j し〈も洋! i l J の ー持 も 造 り符 らる

L 程 の t i -)J ある人: えには 此姿 員舎などで特に -)J :を

入れて Jt可IJ 似を苫| る嬰がない』考へます。従って

私 は住宅委員合 の ＨＱ ・‘ ｊｾ を ｨ 際的に 最少限 の Ｈ Ｑ Ｚ 宅と

して J氏扱ふ事: こ極貼として ほ しい。 勿論本 ;tt Ndえの

' 1' 村君の最 少 (1: 宅 lユ、矢 張 り.ett 築 遊戯の一方而{ に

日央総せらる L 程! ムの也ので 今日の凶ほから )2てdと

してぴっ たり とj @合してゐるものとは 思ひ ません

から 、j折将の 「イ y テリ j 階級の増築1満 足 の 資 料

を除外したる 令 〈民衆 (11な もの I. llli 聞 と して 見せ

て欲しいので あります。

で すか ら 本案 も 又車内併 で あり ますがィ、幸にして

之 を 下 層 階 級 の物 とな し{lj ませんお此以 1・ー の注文

は差拡へる方が前然と恩ひます。
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b郷土建築士主る言葉は認が例めたのか明ら

かK しないが、少なくとも新ら しい言葉で

②る 、新 時代の言葉である、n ' ri もやIJ となく

J f ざわりのよい懐しい響きを持ってゐる J

碓かに民衆草識が生じてからの 吉葉である

郷土、土地や生前を背景として生れた建物

で、民俗的の色深い所にその特徴を持つ .

&，十しも政治、勢力 、時代等に閥興し友い 3

P建 築vC限らすコ総てのものに二つの潮流が

るる 、ーは貴族的で 、ーは民裁的でるる 、

他に上 手物 下手 ｾ ｊｊ で区別されるとともある

それは相互に異った基礎l亡、呉った意味 で

各共の存在を主張する 。前者の見掛けの大

きさ 、誇ら しさ、撃かさに較べて、後者は

質 川 的で あ り 、 併素であり ， ｾｾ上靴策を ＴＱｆ び

てゐて正直で ｡ うるだ けｾｩｊ，ｬ しみがある。所謂

郷土建築は後者一t L ! 必 してゐる 。質問的であ

るだけに直ぐに鑓更せられる。破誕せられ

易い口時勢のj;f"t lti 絶へ歩吹さすさむ。そと

の治; ; 払 かし との木陰 vc ｾ ｦＮじて片影を ｩｬｬ と

す IC 過 ぎ主主い、それさへ日 一 日とその存 続

は危まれつ L 。

P 吾がi 築と枇舎が箇年慣 例 として郷土佐

築を! f !i!1吋して早や四年になる。 やIJ 等の1呆設

も1 J . く時と世の流れ去 って行くものを、現

物保有ーはi jI( て望み得なくとも 、せめて文献

IC で・も自民 lてでも、捜して沿きたいとの願

望 lと ノj 、加盟て‘ 且貧弱 i li ら、得難い記録と

えEって後t1I:から 珍重さ れるのを紫しみに精

進して米た。後年の雑誌編*11.凶係者に もと

の存払? を特l乞御Mみしたい、私，rx合員諸賢

にも常に材料の供給に闘心を移p羽1する。

b 本蹴! f !j!lili 材料は先年より がJ越しのものが

大分るった。 i主術 j，ふ泉羽i11!J1. IC 就いては一

昨年7さつたか . 造Wi 品t L1f1J建首時の悩| 耐が

秘蔵されてゐるのを聞き込むだコl l i Y ! 商は全

部暑中休111支を利用して製生に騰応して貰ひ

又一方古い忠良を蒐集 した 本械にはその

ほんの極一 少部分を ]1記せた 、解説は同P.fr の

中村角之助氏IcWJi った 、向元市民博物館長

期居位五郎氏の;m: も取り交ぜた。

b但5友腿谷4fi 本邸内の1 + 舘は無住で随分j j E

れ巣て L ゐ?とのが 、本年に入って修理がな

った 、潟良は 11' 1'; 都撮影したものであるむい

つぞや先年物故した説家の小/:H惜亘氏が、

aうれを郷土資料の展開合; 場l乙充てたら全く

理想的だとの活があ ったのを想、ひ起 とすo

1> ｩｪｩｬ ＡＱ 戸元同留地 の建 物 部 ｾ＿ｴ の意見は ｉＺ Ｇ ｔ 成 り

以前ーか ら方 々であった綴である。それがやh

k ' g t 現しない内 IC どしどしと古い建物は減

じて行く 。{向 k 岡崎 ヒル改築 lて奮建物を思

してゐいたのが dうったので:臥せるととにし

た。とれがdうの 中の優秀な ものとか代表的

なもの とか云ふ13床ではない。いはピ死馬

の骨・と主主すに過ぎない 、元居留地の副j有の

一 日も平く貨行せられんととを祈る ご

P 鴻池の別邸は 苗の百1・豪の下尾敷として僅

lと残った よい質例である。 それ も聞けば街

路樹 ＱＱｾ で ・ 今 に如何なる 、 運命 に遭遇するやら

同記事に就ては 、江崎i政忠氏 lζ 一方な らぬ

信1J 東ブJ I亡興った、誌上で謝意を表 します、

本放に鴻池住友と昔の大阪の二大古豪の邸

が入った ，{fJ! j 然とは云ひ乍ら不思議で・ある o

｢ 本 ｾＧＱＱ の建物も 迫 々と影をひそめる。助 絵

の木和Ii . は先き l亡数化委員舎が制食 IC 主主った

ものである。延足暦5ニ、Jケl

|際際 して、現地計年前を御願 した京大の版原氏

がX! J rに起稿 されたものである 。長径の犬知

i J ! i : 士の桃山時代の J攻廓 l亡就いては貨は先月

慌の大阪城天守閣に入れるぺく 御願 したの

がはからす= も本 ):J 放に譲ったもので、槽 j点

者の論文として本誌を 飾 るに足る。

ｐ 炎 ｾ｜の在 ｬ 亡諸賢の健闘と健康 を斬る 。

〔高橋 )
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( 昭和七年〉

1=1 

員及 委員日 本 建 築 協 曾 役

量士 閣

法 人

科分ｾ＠"'" 
'" 

末尾松同

「斡 山 新 卒

南 信

岩 尾 保 衛

岩 崎 勇

河盛主皇 太 郎

小 林 三 造

丹 藤 良 土 佐

山 田 昭

事

査

員

幹

主

委

同

問

問

同

同

科

須 川 廉 太 郎

阪 弁 対 立 吉

撹 正 一

卒 野 綱 島JJ

山 中 友 一

桐 回 王主

主 主 口 総 吉

須 賀 族 五 良1¥

i宇 秀 雄

分第

事

査

員

幹

主

委

同

同

問

問

問

問

【定款改正 委員曾】

資

一

勉

安

鈎

信

助

治

吉

二

郎

重

次

吾

雄

夫

郎

光

八

助

吾

王

口

誠

之

築

藤

一

太

知

間

金

義

悌

太

重

儀

之

脚

崎

小
山

中

国

F

償

問

原

弁

済

成

f

資

梶

+

ア

笠

ー

井

橋

脚

雌

口

玄

関

湾

政

村

江

本

宗

本

安

野

部

池

料

体

制

片

小

鳥

松

高

務

川

見

芝

末

徳

中

浪

曲

雌

松

松

光

村

波

員

長

事

員委

幹

問

委

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

吾

士

ロ

茂

雄

卒

郎

哀

史

雄

〔災害強度委員曾】

軍4

態 藤

田

野 茂

津 幸

原 太

白 智

浦 和I

凶 芳

圭
ほ

巾

分

渡

い

治

組

問

小

大

篠

中

三

山

委 員 長

第

事

査

員

幹

主

委

同

同

同

同

同

員

【漆 制 委 員 曾】

今 林 彦 太 郎

一 分 税

加 藤 善 吉

北 垣 熊 之 介

伊 藤 和 夫

作 間 日 出 生

新名. f >J[ 夫

干!f 原 兵 市

古 塚 正 治

村 野 藤 吾

山 田 i ! K 卒

吉 田 信 武

: } 玉 置 笠 次 郎

事 坪 井 誠 一

員 石 川 n 三

小 川 久 市

工 藤 祭 i治虫1¥

楠 瀬 激

i泊井J f A 一良1¥

武 田 経

内 藤 克 一

松 久 保 敬 三

委

委 員長

第

事

査

員

幹

主

委

同

同

同

問

問

問

同

柏

町

主

幹

委

同

問

問

問

問

問

悶

車ヰ分第

ｾ ｾ＠

背 柳 貞 W:

矢 日1 俄 萩

井 手 正 雄

大 野 直 卒

川 勝 源 兵 衛

川 口 一 二

桐 本 楠 殺

佐 野 後 三

谷 隆 夫

』 属 国 餓 次 郎

【 住 宅 委 員 曾 〕

: f . t 野! I i 一郎寄与 員長

【 資 料 委 員 曾〕

本↓

浅 野 合 滋

小 川 安 一 良1¥

赤 松 修

佐々木l t E ー

篠 崎 然 二

末 告 書 周 次

中 村 義 雄

本 間 乙 彦

森 元 政 雄

渡 遜 義 三

渡 溢 金 厳

分第

事

査

員

分第

事

査

員

幹

主

委

問

問

問

問

問

問

問

【教 化 委 員 曾】

安 井 武 斜t

泡 井 喜〕 三 良1¥

芝 田 知l 主

小 島 浮 吉

鈴 木 忠 五 良1¥

徳 政 d怪 奇

伴 里 子 貞 三

松 本 儀 八

山 本 春 7.K

横 山 会 三

幹

生

委

同

問

問

同

問

問

問

問

光

郎

男

信

胡

州

大

事

勇

卒

登

松

石

岡

高

自

格

闘

分

委員長

幹 事

同

委

同

同

同

問

問

問

員

重

;;↓ 

科

良

次

吉

一

初

三
奥

西

田

岡

小

山

高

{  

30. 

分

ヰ公委 員長

第

本

査

員

2事

査

員

主

餐

同

同

幹

主

委

員

片 岡 安

池 田 賀

武 田 五 一

小 笠 原 釦

涼 図 敏 雄

伊 東 宗 太 郎

小 川 陽 吉

大 原 芳 知

鳥 井 信

b; 士 附 重 一

阿 部 類 則

松 井 清 之 助

呼 子 正

高 橋 祭 治

中 山 祭 太 郎

増 岡 J青

森 本 綾 古

池 田 1T  

伊 東 宗 太 郎

岩 尾 保 衛

小 川 陽 吉

小 川 安 一 良1¥

大 原 芳 知

阿 部 鰐I J! IJ  

蕗 藤 藤 古

河 合 貞 一 員1¥

河 盛 金 太 郎

片 岡 安

加 藤 誠 二

小 寺 湖 一

小 西 一 良

酒 井 3恵 三 良1¥

白 石 主主喜 男

芝 田 知 Z宜

野f 名 額 夫

清 水 築 二

末 浮 周 次

武 田 五 一 一

高 橋 栄 治

徳 政 会 吾

鳥 井 信

中 村 義 雄

中 山 祭 太 郎

イ宇 野 貞 三

官官; 土 問 ill 一

藤 本 賢 太 郎

湖 国 飲 次 郎

牧 野 忠

松 井 清 之 JJ} J

松 本 儀 へ

靖 国 清

三 木 来 三

村 野 綾 吾

森 本 藤 吉

八 木 盛 二

山 田 重 卒

呼 子 正

渡 部 圭 吾

役

長

長

長

率

事

記

説

記

記

記

計

計

計

特

斡

輯

斡

員

舎

曾

議

品

目

測

則

監

監

主

主

主

主

主

主

主

主

編

編

編

編

評

問

同

間

同

問

問

問

問

問

同

同

問

問

問

問

問

問

問

同

同

同

同

同

同

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同
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(TI l誌)日本建築協合創立満十五年記念事業委員曾委員
ru:間

ｩ ＧＱｾ 人

同 森 本 藤 T ' T

同 111 脇 友 三 郎

同 八 木 感 ニ

同 fj， IIJ Iた 太 郎

捻 市 常 務 小 川 EF: 吉

岡 .n， 井 伝

同 森 本 藤 吉

創 立;満十五年記念

事業局

局 長 片

鈎 務 郡

部 長 池

庶 務 係

係 長 官 寸 岡 1 ff

委 員 伊 東 祭 太 郎

同 小 笠 原 釘

同 小 川 ｆｊｾ tf 

同 大 原 :庁 知

同 阿 部 品 J l )l 1) 

同 高 橋 祭 i治

問 浄 田 敏 雄

同 日 弁 f言

問 中 LI . i 祭太郎

岡 松 井 清 之 助

同 J!1 111  1M 

同 森 本 総 ? ?

同 日 子 子 疋

宣 侮 係

係 長 高 橋 柴 治

委 員 岡 問 学 労

問 河 合 貞 一 郎

阿 片 岡 長 参

同 格 問 的

同 様 治 犯

財 務 係

係 長 阿 部 撤 J l . 1J

委 員 大 林 賢 四 良11

阿 徳 田 定 懇

同 設 祭 貞 叫E

岡 市 71 < 祭

同 竹 腰 似 治

同 法 江 悌 失

問 中 海 誠 一 )) 1¥

同 松井む! ? 之助

同 山 脇 友 二ベ: 郎

同 八 木 星 生 二

同 呼 子 正

曾 計 係

係 長 松 井 清 之 助

委 員 小 笠 原 釘

同 波 1市 三伝子: J j -

f倉吉t常務1 "1" UI ! 策太郎

阿 部 撤 )1
1
)

位、政令手ｾＮ

光 安 梶 之 島11

問

問

fi'O) 

部

委員長松ｾ }f"( 

幹 事 久 保 悶

同 1) 、 問

問 1' 1' 里子貞 子:

同 樋 口 辰 太 郎

委 員 投 書持 良 対i

同 竹 腰 世 l ! 造

機 常 'iit 務 呼 子 正

委 員 長 藤 井 ! 享 二

委 員 石 川 純 一 郎

同 孫 族 藤 子7

同 篠 原 太 郎

同 新 名 称 火

同 淑i 湾 民 弓

同 古 :&， J f . 治

問 村 野 藤 否

携 常 常 務 高 橋 祭 治

委 員 長 波 江 f郁 夫

幹 事 中 海 誠 一 郎

同 1.1.1  I協 友 三 郎

委 員 / ト 林 彦 太 郎

同 阪 弁 米 T i

岡 野 村 一 良1¥

伺 松 井 賞 太 郎

挽 Ｇ ｉｾＧ ・常務森本 藤 吉

委 員 長 小 笠 原 鈎

幹 事 法 尼 保 衛

同 見 豆 腐 太 郎

同 佐 藤 E 次 郎

委 員 小 寺 煽

同 期 関 紙 次 郎

同 牧 野 忠、

被常常務 伊 東 5fi 太 郎
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光

市

麻

良

部

部

祝 賀 曾 部

版

舘

畢見

出

曾

議

m士

耳)}

河 盛 盆 太 良1¥

古 宇 悶 1・E

津 田 敏 対f，

槍 r11 締

官f Rl 1言 武

武

知

則

展 覧 曾 部

委員長計三 兵

別委員長上l' 井 誠 一

間 安 井 武 雄

幹 事 浅 野 令 荻

同 消 英 之 助

同 加 藤 将 育

問 削 升 認 可 ]'111

同 篠 日 { 太 郎

同 手，n 川 H巨大 !'l l¥

同 湖 1皐 i立 り

問 中 西 六 良11

同 氷 山 美 樹

向 調 互 野 武

向 山 Itl "佼 21'

委 員 池 11] 作 夕、 77

同 伊 東 恒 i治

同 折 居 [ 前 議 介

同 -8  !j 三 間 w  

同 阪 弁 米 子7

岡 山石主主 喜 男

同 末 詩 型 j月 次

同 氷 部 殺

同 日 高

同 司王 聖子 ?傾

向 藤 井 } ，/

同 村 上

捻 討 常 務 大 庇 { 芳

同 阿 部 認l

委

同

問

問

問

講 演 曾 部

員

住宅博覧倉部

削

州

制

州

郎

郎

拒

否

治

一
午

行

郎

+

十
八

郎

朕

憲

二

士

口

庶

鰍

良

郎

人

足

信

夫

喜

雄

郎

郎

三

八

郎

信

五

一

武

太

一

知

誠

A

判

定

新

藤

元

政

逮

次

定

誠

者

究

部

一

五

年

末

悌

智

義

太

衣

貞

厚

正

俊

一

社

彦

公

前

新

i

m

F

山

田

辰

田

町

井

林

川

田

引

政

塚

山

野

山

回

高

本

柑

川

川

藤

一
勝

村

似

湘

四

谷

臨

時

木

3

江

島

村

同

村

野

弁

木

本

丸

L

A

a

 

武

お

安

今

小

芝

坪

慾

古

川

川

村

有

t

F

似

問

問

徳

加

加

木

久

川

川

小

松

須

鈴

白

川

波

中

小

百

四

作

部

崎

藤

松

松

市

長

日

目

員

事

員

貝

委

委

則

同

幹

問

問

問

問

問

同

日

司
会

同

問

同

同

問

問

同

問

問

同

問

問

同

同

同

同

同

同

同

同

問

問

同

問

問

問

!J;c 

j!( 

|河

回
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役 員 曾

常 務 曾

e  

E ヨ

時 昭和 Ｗｾ ド Ｗ 月 Ｔ 日 ｌｲ 後 Ｕ 時 ｾｏ 分一一同 Ｙ

時30分

所 建 築1且然部

出 席 者 ー 珂 τt.; i也n: J ! 1 : ; : 事小笠原主記伊東

小 j ll ι 井 信 寸ー問 主 計 情，11:11 呼 子 }

編 I1母 高 橋 森 本

議 事 1. 7月例 合 に 闘 す る 件

1. 尚 Ｑ Ｕ ｾｬ￴ 記念事業局総務部内の各係の

合合に闘する宇| ニ

1. 1毘質合準備委員 2 名 jH員 方 の 1'1ニ

l  住 宅 博 委 員 7 名 増 員 方 の 件

1. 住 宅 懸 賞 附 案 審 査 員 依 燭 方 の 1'1

1. 昭 和 7 年 度 濠 筑 に 関 す る 件

1  雑; 法交換の件

報 告 1， 教 化 委 員 令 よ り 古 建 築t宅地調査和泉

番商報告-

J .  請 負 契 約 書 及 工 事 前 負 規 粍 改 IF. Iこ閥

するf j :

1.  紋主孝次穴牌に闘する報告

1. iW: T ! 令に闘する終遇税告

1. ｬ Ｎｰ ｩ ＧｲＧＮｅ 令 ｬ 亡附 する ［ｆｦｦ ｾｊ 血税特

l  建築 倶 然 ｾ Ｇ ｾ ｉￇ 欣 況 ［ ｩＱｾ 告

l. 本 年 第 11111令古| 検 'i¥E終了判 官

l  令民，(tifr

常 務 曾

時 昭 和 7 年 7 月 18日午後 5 時30分 一 一 同 7

時 30分

所 建 築 倶 楽 部

Ifj / ) j ' { 務理事片岡池 田 武 問 ' J t t . 事書官悶

主 記 伊 東 小 j ll n 弁 TZ土 問 主 計

松 井 呼 子 編!tdt 森 本

議 事 1. 呑 j II Hl F!l Hち高等女正予校長より合1)1/. -1-

王周年 ［ 沼会Ｚｾ所股Ｇｉｔ合開催 Ｈ Ｑ Ｐ 月 ＲＲ Ｎ 3.  4  

日) IC 付 111 .Ifil ，} j 依頼の1 ' i '

l. 建 築 製 舎 建 築 展 覧 令 委 員 長 よ り第 六

1111建 築 展 覧 合 開1ml c 付 合誌 にて 紹 介

方依績の1 ' 1

報 告

時

fjj 

01 席者ー

i; s  :tl; 

時

報

l. 建築製合タト二台に劉し記念卒業並懸

賞募集に十 ｬ 合［誌に依り ｾｌｴ 停一方 依積の

イ牛

l  日本ポ ノL トラ ン ドセメ Y ト 業 技 術 合

よ り例 合 開 催 K H議 本 日 科 1支部 Wi に

闘 し 照 合 の 件

l  紋 ケ l正住宅博I ( J ¥間合字選定の1'1・

1. 京 都 市 工 業 研 究 折 よ り 申 越 し 雑 誌 寄

贈方のイ'1

合 費 滞 納 者 虎 置 に 闘 す る 件

1. 委 員 l 名場刈1il<燭 方 の 1'1'( 材 料委員〉

1. 委員宿加依賜方の件Ｈ従え博ｾ員〕

1・ ニ1'. 木 建 築 界 の 業 務 調 査 に 附 す る 件

1. 衛生陶器の書官 ill !寸 法 に 付調 査 報 告

1. 東 洋 リ ノ リ ウ ム 株 式 合 且l 工 場 見 祭 器

行 報 告

設 備 委 員 舎 委 員 報 告

l  小川久市民より法制委員制「退のn

l  木 子一じ 郎 氏 よ り 記 念 事 業 見 平 準 iiii 委

員面? 退の 1牛

l. 7 月例 合 準 備 報 告

1. 6 月分合言| 報特

1. 創立満 ＱＵ 年記念事業ｾｴＮｲ編成線竹

l. イ主乞博覧合 符 沿 線引?

l  合 員詮 衡

委 員 曾

漆 制 委 員 曾

7月 初 日 午 後6 時40分一一! 日J lC時

建 築 倶 楽 部

委 員 長 今 林 幹 事 . 11; )r 

委 員 伊 藤 北 坦 : mt; tf 111 石 川

工 藤 武 閉 松 久 保

l  先般家主主回の合 合 に1t< ｾ研 究を 縦け

i %< 終了したる主J ! ; 築工事部j 負 規 粍 の

吹 正 案 に 付 本 タ は 再 度逐{ 際的 に第 一

保 よ り 夏 め て 務 議 を 始 め jJ り紙の ii'fi修

正 し て 改 正 案 と な す ζ とに 決 定 した

1) ( 月1) *J¥ BI(j. )  

材 料 委 員 曾

7月7 日午後6時30分 一 一 同F時30分



所 建築倶祭郊

出 席 者 委 員 長 松 窓 幹 事 須 川

委 員 阪 弁 境 高松 t/."5 稲 田 山 中

須 賀 伴

記 事 1  衛 生陶器標準す法に付別紙の遁の成

時

案 を 得 た る旨を第竺分科より報告あ

りた るに付協議の結果舎長宛 に 報 告

書を提出すると とを可決す

材料凄員見都.

7月21 日午後 l 時一一同9時

ｊＺｾ 期間 三 浦 山田

記 事 1. ｾ喜藤幹事より 鈴接工試験にイサ報告

をなす

時

2. 黒 岡主査より 鈴接持方脊突の 設明

をな す

3. 右案に到する各委 員 の 意見交換をな

す

住 宅 Z委 員 曾

7月 11 日午後6時一一同9時

見 事 東 洋 P ノロ ウム株式含剥:伊 丹工 場

出席者 委 員 長 松祭 幹 事 小 西 須 川

委員 阪弁 担ｾ i¥'l il 司 梢 2j玉野

[fr 靭日夕 ラプ

出席者 主査 小川 南 委 員 岩 尾 佐 々木

篠 崎

記 事 1.  午 後 1 時一同建 築倶 奨msに集合 、 リ

ノ ロウム曾枇々員の案 内 に 依 P 伊 丹

の同工場に ftl る

1. : i t : つ技師 長 長 井 有 四郎 氏 よ り原料

に付一 々其のF在地 を始め 製 造 工程 に

ｾる順序の詳細なる説明あり同従最

初J の製品及び現在の製品との比較陳

列其他参考資料、苦 心談 等興 味 深 〈

見聞き した る後工場の見撃に移る

記 事 1. 薬に会員に配布せしアパー トの平面

附に付額々意見の交換をなす

1.  次 で住宅の建築に' i i i"ll 設計者 請 負 業

者 施主の 三者 聞 に於ける従来の非 合

法的なる諸 関係を指嫡し勝来に封ず

る希望等を論じ後散含せり

曾 員 動 静

入 曾 者

1. 長 井 氏lk. iff 業ms長吉村寛治氏の案内 曾 員

にて同工場を順次残す底無〈見男性 し I 山 口久五郎君 市 外守口 町 167 ( 大 阪 府E軍慰築事長〉

其の ｦｬｬｬ リノ リユ ームの手入法性 質ｾ瓶野納太郎君 車11' 戸市灘 区 八 幡山 間65 ( 文部省建

て付種 々質問 の感答 あり l' r例に依! J 築課榊戸出張所〉

耐火性なる事の置究明も聞き百毅十f t ( : m淵 信次沼 京都市下京区南辻大賞東入杉蛭子

の乾燥ｾに迄も這入り最後に多数製 Ｚ 町6 S9( 建築設計〉

品の陳列を見此虎に有意議なる見製

特 別 貧 助員

を量生りた り

加藤 J F. 男君 兵fiIl:Jl!系 川溢郡小波村川面 * 資 家 19

1.  右見築後同従の接待に依り晩餐を共

ノ4( 東洋リノリユーム 1雪量士常務〉

にしつ λ 更に意見の 交換をな し後散 深川 蓮華主計西区土佐郷 1ノ8 ( 紘 ケ 丘二1'.地 建 物

舎せ P

株式合量土々長〉

1. 後 りに常日 御案 内 御説 明 を下 さ れ し 山本 i's，<(:¥ 此花医亀甲 町 l ノ23( 電気工事部j 負

長 井、 吉村 雨氏共他 il :員各f立に 劃 し . 向替〉

と λ に感謝いたす次 第なり j 若 返 賛 助員

川西 梅次血IS:rl 府下E豊能郡北並ぬ村大字北 今夜 家

提唱盤強 度 業 員曾 ( 市役所建 築課〉

時 7月12日午 後4時一一同9時 : 近藤郷次良1 m OJ毛庫l採武庫郡粉滋村打出折ノ上 10

所 建築倶楽古11 ( 爾烏合名含量士大阪支庖〉

出 席 者 委 員 長 渡 部 幹 事 背柳 務 族 主 査 . 西川繁太郎: r l 府下中河内郡布施町東足代822( 竹

無 関 矢 悶 '1 1

工務応〉

言書 員 井 手 川 勝 桐 本 篠 原 谷 中

I

庇瀬i原三良1¥君天王寺直茶臼山町5 ( 市役I f r m- 築課)

VI I 163 



南 府 吉 11- J ;r 宇部市上京臨隆山寺i i I i 千本来入2

丁 目 湯浅 工務所〈湯浅工務所〉

加 藤 越 山れ 北匹堂島巾 l ノ2 9聯合通信量土内

今井笑椎' r . 住 吉 区 住 吉町 1614 ( 関西 土地株式

合枇)

IJ l本 徳 三 君 住 吉 区 北 凶 溢回' r216 ( 高岡工務庖〉

退 曾 者

令 員 宮田 盆 雄 君 E質問 1E三 君

同( 地方在 住 〉 森 橋 孝二君

主まjffi 賛JYJ 員 奥 野 敏 男 沼 中 村 義 1 a君

潟 村 松 之助沼 山 勝 鶴夫君

轄 勤 韓 居

曾 員

谷 川 勝 次 郎 君 東 淀川隠 十 三 東 之町3 ノ2

'ff;t，n: 1  常 治 君 東淀 川区下新/ t 阿T621

野上主主米二 君 紳 戸 市 灘 庖 篠 原 字 丈11j 399ノ2

井 俊 五 一 君 東 成区 片 江町338

巾 村 義 雄 君 住 吉 匿 駒 川 町7 ノ12

岡 本 茂 樹 君 兵 庫l孫武庫郡御影町御影字掛回 11

8 1ノ2

山 悶 太 一 君 兵 庫l制作侭君事旭脇村宮内

木 [ j . 寅 治 君 兵 庫1隊武/ i l I 潟市東村字門戸230

平 井 英一 君 ! 存下三 島郡吹田町滋回 2718

渡 部 憲章寺住吉区主主虫小野町91

盆員〈地方在住〉

市l' 戸 1f<:次君 民烏 l係佐伯郡大村i問丁大 君397

久 間 弘 文 君 前l' 奈 川県系鎌tT町大町名越2 37. 1

戸 嫁 端 君 東 京 市 外 玉 川 村 奥 様826

省運賃助員

吉 岡 築吉君兵ｷＮｾ際武 ｷ 郡大庄村東下回 ＳＵＴ

武 ｾｉＺ 'ii事松君 北直 ｩ 翠ｌＭＮ江川 Ｔ Ｚ ｘｩｬｾ 占ピル ＱＸ ｬＩｊ ￆ

予? 前市太郎' 1，1 東 成 区 今 岡 町 北栄;w4，ノ226

法i J .l 勇 吉 君 府 間 市 住 吉 市 新 聞T590 I  1  

前 田 佐 太 郎 君 兵庫版式 ｷ 郡御 ｾｾ ｉｊ 石庫区字左美

尾 147

衣笠信失君北匿耳! : ! L ' J ・且IPI ]"3，32

Il! 悶 良次君 主巨成区じ辻岡T I71

Wiii 佐 ヒ 君 京 都 市 l二京 区小山姻 池 町8

悶 '1' 新 区 君 東 淀 川 区 十三束ノ 町 2，ノ 94

佐 藤 静 夫 宥 東 京 市 外 線 谷 町 南11三護46

吉 岡 光 太 郎 君 主号手 11探勝 i;引'JI17)<i 皐Plj 古小路24氏 族

V I II 64 

子ＱｆｬＧ Ｗ ｊ ， ｪ 軍 ｉ ￎＢ ， ｩｬ ｭＺ ｉ ， ｉＨ ｾ 築場 大 林 組 ＷＩ＼ 揮

結所

建 築 倶 築 部 室

建築倶集部は開設以来日伶浅くして諸設備 も何か

と不充分で はありますが各自主. 十人 以 k 多 きは五

六十人の旅館者あり日増しに版かになりつ L ある

事を蒋ん で お 1) ます。

最 近 1-:: 於ける倶楽部の欣況及1 l l l し惑をザツ ト申上

げます

作I と云っても悲将棋は終日絶へず人 気 を 呼 ん で

版 か な Ｔｾ です 只今将棋盤 ニ 蓬 と 碁盤墓付共四百

を 拡 へ てゐま す之 1;) :!1 Er ι 宮l す限り耳誌かた

し近 〈恭舎も催し lff いと思ってゐ ます之に緩い

て麻 雀一 議あ ります主と して若 向 の 方 が 多 く 常

に 笑E撃たへず阪 か な 事で す 、新 聞 雑 誌 類 も 相1it

取揃へております新聞は夕刊もの等六ーヒ事n士会木

正j 1 ; 築に闘するもの 3i . 六事n週刊朝 日サ Y デ ー グラ

7 官 級です、雑 誌 は 外 闘 も の 建 築、鉱ヰ張、化 事、

エ ユ ー ス 努1竿 約二十古車種類内地もの土木 建 築 機

械工業に闘するもの共 i也を合して同十君主係り此

外合員の希望によ ｐ まして俗人 ｦｅｉ 報や積 ｾｭｩ 報

舟ーのやわらかものをも若干机 上を販はし 合 員 の

方 よ り も 存 ん で頂 い て お P ます筒各 方 而 より の

f予約の寄脈問舎や従来持合せの間警は数百え1 ] - 御

e l ! いますお待合せ中の 限つぶし又は御 研 究 の -

JYJ ともならばと 存 じ 御 多 考 迄 に 詑 しました。

七月 二十三日にはj ? _ [ j 式保健治約法に就て大阪西

合 主事事! 1 l i 滋粉三氏及同舎 々員小泉澄氏の有盆な

る保健につい て の諦古賀舎を催し ま した非常な好

評を mいてお P 将 来 講 演 舎 は 綿 々防Hlliv、た し皮

いと考へております 、講 演 の 和fJUt 他之に闘し

御希望及御注意 得 御 ｲ�ｾ しを 歎迎い たしま す ｯ

1M此外 俳 句 、守 筒、 刀01J 研究合其{ 也事i I 1 の々舎も

1mしたいと考へ ておりま す同 貯 の 方 を 募 りま す

此 頃 は所評i三伏 の 附 暑 の 候で主g日九十皮以上で

すが本クテプは冷房完備で大底七十ヨィ皮位で誠

に涼しくお ｾｬ ですぎなどは 忙巾 はｬ￥Ｚ刺用さ れて ｴｴｲｬ

車日の興をi Wひ午後の 元 以 を霊安はれる方も多くあ

日ます何卒 精 々 御 flJ 丹] 願ひます。

現 庄の令貝主主 1::: 約 pq百千うです 開 設 蛍 時三百六十

俗 名 で したが漸次感大に な って お り ま す ど う か

皆 様に於かれましでも御知1{'j-ひ の方 々に入舎を

御糊め下さいま す伐序 なが らお願ひい たします

幹 事一 同



武 田 五 一 博 士 還 暦 祝 賀 資 金 募 集

京都帝国大・思教授武田五一 博 士 本 年 十 一 月 還 密 K 逮せられ敬授の職を去られる事になりま

した。博士が多年皐，界並 lζ 工 塾 界 に 貢 献 せ ら れ た 功 績 は 申 す に 及 ば 歩 後 輩 の 指 導 に 輩 さ れ

た ｲＩＩ 努も亦偉大なるものと存じます。とｾ 1Z: : 於て 吾 々 申 し合せ 博 士 の 還 暦 耐 賀 の 徴 意 を 表

した い と 存 じ資金の募集を始めました コイI'J 卒御賛成下さいま して務って御殿募下さる椋切

に希笠致します。

昭 和 七 年 六 月

同人起強武 1:1:1博士 還 暦 記 念 事 業

天 出 俊

振 替 口 応 大 阪 七O 八 三 四

官話上九八OC大挙内ニ O: b: )

〈建築助手室〉

項

受口( 会参凶) 以上

京都帝凶大 ｬｾＮｾ 工修部建築号室数笠

要集募

九 百ｾ金高

1、申込及初1¥込場 所

1、 rt 込 締 切 期 日

1， 191¥込 締 切 期 日

l 、 記 念 事 業

l 、博士の: 意匠にか L る建築、工芸事i !ii:i l家主宇の潟員図面を蒐録せる作品集を刊行す。

2、博一計の胸像三f闘を調製して一個を博士に贈曇し他を京都千野図大撃、京都高等工望書拳佼に贈

長す。

3、記念品として UL'i 幅数幅を博士に贈呈す。

昭平|トl:; (. l:. 九月二十五日

昭和七年九月三十日

其他は委員に御一任下さい。
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建 築 挙 曾 主 催 第 六 回 建 築 展 覧 舎

建築製舎に於ては例年の通今秋十一月を期し同合 k 員の作品を以て第六回建築展覧舎を

開催するとと になった 、今回は下記規程の通り内容を二部に分ち第一部は自由出品、第二

部は懸賞設計競技と して「名勝地K 建つ停車場J 友る課題のもとに園祭を募集してゐる o
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自十一月一日

昭 和 七 年 至 十ー月十 日

東京朝日新聞批展覧曾場

自由出品

懸賞競技臆募出品

名勝地= 建ツ停車場

曾 期

曾 場

第 一 部

第 二 部

課 題

賞
金牌、又 J 、銀牌及副賞 トシテ夫々賞金ヲ贈輿ス

審 査 員

締 切

池 田 譲 夫 、 角 南 陸 、高 松 政 雄、西 村 好 時 、 吉武 東 里

昭和七年十月十日正午 、建築皐 曾事務所

第 六 回 建 築 展 覧 曾 規 程

第 一 保 本 舎 ノ舎期、合場及 事務所ノ、次ノ立nシ

自十一 月一日

合 期 昭 和 七 年歪十一月 十 日

合 場 東京朝日新開示上展覧合場 ( 麹問f I&;数1. f 蹴橋畔 〉

事務所 建築事合 ( 東京市京橋広北銀 座西三 ノー 〉

第 二 僚 出 品 7*ノ二部= 分 ツ

第 一 部 自由 出品
第 二部 懸賞競技際主主出品

第三僚 出品山建築準舎合員 ノ作品エ限ノL 、也シ建築展覧合委員合ニ 於テ週前 トZ君、 メF ルモノノ、 此

ノ限 リニア ラス

第四線 第一千百I =- 出品 スへキ作品 ρ 下記ノモノ トス

ィ、建築闘案 ロ 、 ｾ内笈飾 ｬ ￭，［ｩｬ案又ノ、作品

ノ、 、都市計賞 、橋梁 、庭闘ノI i 1I案 = 、前作曲量二腕係アルヱ室主品ノ凶案叉 ρ 作品

ホ、前各首1&ノf .h良又ノ、模 型 へ、高等; 工業率校程度以 t ノ準佼 ニ於ケノL 建築科

単位ノ卒業計挽

第 一ml ノ出品= 謝シテ， ・審 査 チ 行ノ、 ス、会部陳列スルヲ原 )tl J トナ セ トモ合場ノ都合 z ヨリ

テハ J トー ム ヲ得ス 取裕子ナス コトアルヘ シ

第二 ［ｾｉ = - 陳列スへ キ作品 ノ、懸賞競技態募凶案エ ν テ鑑査 ユ合椅' / " ノL モノ トス

第 五 係 第 一郊 出品= ツキ定ムル ffr 次ノ立n'-"

一 、 出品 ρ 陳列］迎ｾＮ ナ ｊｴＭ装置チナ ス コ ト チ姿 ス

二 、出品セ Y トスルモノ山別記書式ノ出品申込書= ヨリ l昭和七年九月 三十日迄ニ本舎事務

}fr =- 申込... . ｉｾ ヘシ

三 、 出品戸線、テ昭和七年十 月二卜 日迄= 本合事務所= 到達スノL 様差出サノL へシ

四、出品 7 受理シ F ノレ トキノ、直チ=預リ 詮チ交付ス

第六僚 第二郊懸賞募集ユツキ定 ムノレ J j I j - *ノ如1シ

一 . 課 題 名勝 地 = 建ツ停車場



イ 、 環 焼 山Bll 景 勝 ノ 地 ロ、軍事ノ 額 類 nI II 叉 ... Ｎｾ益 率ノ 透過蝶

ノ、、敷 地 形 ; 伏 、民 サJ t 1也! i : 窓 = 、 規模 其 他 本民総面秘〈ホー ム チ 除 ク ) 300} j  

至600平 方 米 陪 数、構 造、J f r 要室等任意

二 、 Jfr1l' ! 品商

配 置 悶 縮 尺 1/300

平 面 図 、立而| 品lくニ而以1 : ) 阪 市 凶縮 尺 各 1/ 100 Ｎ ｾ］透ｩ｀［ｉＮ凶

用紙 片 大 ｾｊ ｊ［ｩＡ 品車ｬｈ 三折大 、 紙 ＧｩＧ ｴ 自由 、 脳 ｬ 而ノイ上上ハ隠立 ト シす法ノ、総テ メート ノ ι 法

ユヨ/ レ

特エ設明チ要ー スノL 事項ノ、之 7 凶 商 = 記入 スルコ ト

三 、暗 挑 l@募 !I，司祭ユ ノ、来1 ' ; エ代 フルユ 暗 披 7 以テ シ月I J = 惰統ノミ ア表おセノι 封筒・内

ニ耳目玉者ノ l府鋭、住 所 氏 名 7 明 必セノι 紙片チ身入シ之子添付七テノレ A シ

階披ノ、簡単 ナノレ日本文字ニ限ノレ

四 、 締 切 期 日 昭和七 ｾ ｉ Ｇ Ｎ Ｍ 十月十日 ｊｅ ｬｦ 迄ニ建築接 合 コ ｨ 務所 ニ 鉱山 ス ルモノトス

五 、審 査 員 池 閣 議 次 タl 雨 降 1":) 松 政 対i

凶 キt H  I侍 ずi 武} 4 [ m ( ゴ十1- 普順〉

六 、 ?を ＱｩＡｾ［￞ ｈＢ ， ｩＡ 案ユシテ鑑査］合 ｩ 怖シ ｆ ノ ι モノ 、 内特 ニ俊秀ナノ ｌ モノ］ 1' : 1シテノ、合

牌 又ノ、岱l lil¥' ＲｫＮ副賞 ト シチ夫 々 ＺｬＧｴｾＧＷｊＱ骨奥ス共ノ数ノ、治 ・ 査ノ ｪ 結Ｊ之 Ｗ 定ム

第 七 佼 出品ノ保管' ノ、最持ノ注意ヲ抑 7 ト錐モ火災其ノイ也ノ場合= 於ケル出品ノ紛失. x ノ、行l;r{- ニ到

シテハ一切; l t ノ資ニ { 壬セス

ｾＱ 八僚 出品ノ Ｑｾｈ 造及運搬ノ従月｝ノ、山日， ＱＵＧ ノ負捻トス

f旦シ 1上京舎只以外ノ出品者ノ| 付! i 7 i i . &. m反 = 限 リ 本 合 ノ 鋭1日チ以テ返送ス

第ブd提 出品ノ陳列法及 ｊｧ ｊ 折Ｏ区￭ｊ， ｾｊ 等 ρ 本合］於テ之チ定ム ノι モノトス

: f f i 十後 陳 列 シ F ノt.. IJ : i 品ノ、間合後= 非サレノ、之ヲ搬出スノレコ ト '7rI，ス

第 十 一 依 Ｚ ｊＺｩ， ｦｬ Ｍｬノ、間合Ｏ忽日午後 ｮ Ｎｉ ｉＧＡￎＧ 迄 ユ 合場］於テ受 ｾｩＱセラノ ι へ シ

第六回建築展覧曾第一部出品申込許

昭 和 年 月 日

建 築 皐 曾 御 中

出品寺町ー 氏 名 日

住 所

下 t氾 / 池 リ 第 六 凶 ill 築 l良質合汎俊= 依リ I! J 品1¥1込ミ 7 致 シ マ ス

氏 名 / 土 |

合 口 }) IJ

員

製 イノF 学¥. [じ
明 |

勤 務 先 |

題 日

出 品 物 / 締 法11

数 立
| 寸 法 |

備 考

VI I I  6 7  
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築建本日

御 注 文

御注文はずペて前令で本合直接叉は特約 li 'i へ

振替貯会又は銭 ［ 惨で御自申込を願びます 郵 ｾ代

用はー制 I皆、代金引換 はお断 り数します。

介

新 時 代 の 住 宅 設 備

紹刊新

行

自ili;2; 貯22界 (第15輯第峨)

強行 ・編斡

印 刷 人 版 取 陽

兵庫 蘇 武l i J _ ( 郡今津町浦風56番 地

昂I j 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 l 丁目 7番 地

817 ER 日 本 建 築 協 合

大 阪 市北 区 中 之 島3 ノ3朝日ピル

電話長本局(23)4500蚕( 6)

本局(2J }5470番 (5)

本局(23)5540喜子(J )

娠 替口座 宍 阪39.975番

特約阪支 庖 柳 k 堂書ー l苫

大 阪 市 西 匹京 町 凋 初 予 板 橋 北

電 話 土 佐 堀 2440番

結 替 口 座ヲミ阪22084杏

禁 轄 載

本誌に掲 i隙せるものは 、一切 とれ を無 断 にて

特載し又は単行本に上梓その{ 也の複製行: ! t を

なす ζ とを禁ず。

増 山 新 卒 者

荊*IJ. クロ ー ス 装、pp 667 口約 17，387 岡

印

軍主

昭和六年 九月、大阪 ・太陽)11止殻行 1J' i 3.90  

住宅の書籍は近来可成り出版されたc 然

し多 くは卒商の問題で ib T  . 外観の研究で

ある r 重要友設備に闘するも のが少ないの

は、 その閥係する範囲が徐りに蹟汎K 亘る

困難さからであらう。増山氏はそとに注目

し努力 された他の住宅の書 と異たって設備

の方面K 新ら しい観方をしゃうと して、具

徳的I ' L . 懇 切に 、卒易K 、而も車10密に説明

しであ る、専門家素 人の別主主 く住宅に興味

を有する ものは座右K 世くべき古である 。

V" ' 68 



建
l 月!

伊ヒヨ1  )菅 建 築

定 例 5 0 銭

税 2.5  ま畳

朝 日 ビ JL.・ 阪 急 ビ J L. (要議委)

定 侠 8 0 i?霊

築

2 月
税 2. 5  i?呈

関 防

、、、

建 築

定 例 5 0 鐙

、ー

税 2  重量

さ:
最 新 世 界 建 築 論 説

定 依 5 0 銭

税 2.  5  ｾ霊

枇
建 築 法 規

定 償 5 0 銭

税 2  ｩ＿ｾ＠

定 例 8 0 銭

曾

賓 用 住
ｚ 同ｌ 一 ｾ

F免 2. 5  重量

大 阪 城 天 守 閣 ・ 綿 業 倶 楽 部 定 例 5 0 銭

第 四 師 圏 司 令 部 麗 舎(最新建築研究〉
税 2. 5  Ｑｾ＠

--・司・-、

本特

大阪・北限・朝日ピ ル405

年輯 振替口座 大阪 39975 日 本 建 築 協 曾 護 行

~ー一一---

絶 版
住 宅 懸 賞 圏 実 集 令アート質定債査一回

四六倍版廷料十一銭

一
2  

初 版 婦 人 の 住 宅 知 識 四六版 25 幸二塁

3  
平刀 !坂 世 界 最 近 建 築 園 集 ; マ; 25 天J合室

'"周回・・・・E

4  一 版 自ー←主 本交 建 築 園

集 定fi 去 固

一
四六倍 mi 主主料 十八銭

一
-園・・.

5  
新 刊

最 近 建 築 懸 賞 国 集 令ア ート 質 定位 七拾銭

四六 f汗版迭 料 十 銭

6  
:i' fr 刊

市 街 地 建 築 物 法 令 刺殺版室露首拾塁

責 捌 丸善本支庖

相114 堂書庖

同 日 本 建 築 協 曾 議 行 大阪・北区 ・1 日ピ

法人 振替口座大阪 3 9  9  7 5  

脱 3
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